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対
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（
二
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ア
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に
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さ
れ
る
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団
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度
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会

（
三
）
独
和
辞
典
に
お
け
る
「
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
」
の
説
明

　
ａ
．
郁
文
堂
『
独
和
辞
典
』

　

ｂ
．
小
学
館
『
独
和
大
辞
典
』

　
ｃ
．
三
修
社
『
新
現
代
独
和
辞
典
』

　

ｄ
．
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
特
徴

（
四
）
法
人
格
（
社
団
法
人
）
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
そ
の
訳
語

　
（
経
済
団
体
と
し
て
の
組
合
）

　
（
学
会
組
織
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
）

（
五
） 

西
洋
に
共
通
な
結
社
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
そ
れ
へ
の
注
目
の
古

典
的
な
事
例

（
六 

）
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
―
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー

ム
を
例
に
し
て

　
（
サ
ッ
カ
ー
に
見
る
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
広
が
り
）

（
七 

）地
域
社
会
に
お
け
る
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
―《
ド
イ
ツ
人
は
三
人
よ
れ
ば
一
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
》

（
八
）
ク
ラ
ブ
・
組
合
と
行
政

（
九
）
学
校
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
・
組
合

（
十
）
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
マ
イ
ナ
ス
面

（
一
一
） 

ク
ラ
ブ
・
組
合
形
成
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
―
『
新
し
い
移
住
団
地
』
か
ら

　
（
事
例
）
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト 

ー 

ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク
移
住
団
地

（
一
二
）
保
守
化
す
る
ク
ラ
ブ
・
組
合
を
め
ぐ
る
攻
防
か
ら

（
一
三
）
集
団
形
成
の
東
西
比
較
へ
の
ス
ケ
ッ
チ

文
献

注

論　
　
　

説

ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

―
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
の
日
常
研
究
に
注
目
し
つ
つ
―

河　

野　
　
　

眞
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二

（
一
）
は
じ
め
に

　

―
比
較
の
対
象
を
揃
え
る
の
が
望
ま
し
い

筆
者
は
先
に
二
編
の
小
文
に
よ
っ
て
、
西
洋
社
会
と
日
本
社
会
の
比
較
と
し

て
一
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
論
説
に
疑
義
を
呈
し
た
（
河
野
二
〇
一
四　

河
野

二
〇
一
七
）。
問
題
と
思
え
る
の
は
、
西
洋
は
社
会
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ

れ
に
照
応
す
る
の
は
日
本
の
世
間
と
い
う
論
で
あ
る
。
そ
の
検
討
は
こ
こ
で
は

繰
り
返
さ
な
い
が
、
洗
い
直
し
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
が
本
稿
の

テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋
＝
社
会
vs 

日
本
＝
世
間
を
説
く
人
々
が
、

西
洋
は
《
個
人
と
い
う
主
体
》
と
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
大
き
な
《
社
会
》

と
い
う
構
図
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
に
つ
い
て
は

《
同
窓
会
、
会
社
、
俳
句
の
会
、
文
壇
、
大
学
の
学
部
、
学
界
・
・
・
・
・
隣

近
所
や
年
賀
状
を
交
換
し
た
り
贈
答
を
行
う
人
の
関
係
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
が
世
間
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
も
か
く
、
日
本
に
つ
い
て
は
い
わ
ば
《
中

間
集
団
》
が
強
調
さ
れ
る
。
逆
に
、
西
洋
の
《
同
窓
会
、
会
社
、
俳
句
の
会
、

文
壇
、
大
学
の
学
部
、
学
界
・
・
・
・
・
隣
近
所
や
年
賀
状
を
交
換
し
た
り
贈

答
を
行
う
人
の
関
係
》（
俳
句
の
会
は
仮
に
「
読
書
ク
ラ
ブ
」
あ
た
り
で
置
き

換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
）
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
比
較
を
う

た
い
な
が
ら
、
照
応
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
集
団
や
諸
関

係
を
引
き
合
い
に
す
る
な
ら
、
西
洋
の
《
中
間
集
団
》
や
隣
近
所
の
実
態
が
問

題
に
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
欠
い
た
ま
ま
《
西
欧
的
な
意

味
で
の
社
会
と
個
人
と
い
う
も
の
が
日
本
に
は
成
立
し
て
い
な
い
》
と
嘆
い
た

り
す
る
。
そ
の
種
の
悲
壮
感
は
果
た
し
て
足
が
地
に
つ
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。　

《
日
本
＝
世
間
》
論
の
人
々
は
、
同
窓
会
・
文
壇
・
大
学
の
学
部
・
学
会
な

ど
を
《
形
を
持
つ
世
間
》
と
言
う
の
だ
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
集
ま
り
方
は
ほ
ぼ

そ
っ
く
り
西
洋
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
ド
イ
ツ
語
の

V
erein

（
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
）
や
英
語 association 

やclub

は
そ
の
代
表
的
な

形
態
で
あ
る
。

ま
た
《
形
を
持
た
な
い
世
間
》（
こ
う
い
う
分
類
が
適
切
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
）
に
あ
た
る
も
の
な
ら
、
西
洋
に
も
隣
近
所
や
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
を

や
り
取
り
し
た
り
贈
答
を
行
な
っ
た
り
す
る
関
係
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ナ
ッ
ハ

バ
ル
シ
ャ
フ
ト
（N

achbarschaft 

英N
eighborhood

）
と
い
う
語
が
あ
る
。

歴
史
学
で
は
中
世
に
遡
る
隣
人
組）

1
（

を
指
す
こ
と
が
あ
る
が
、
近
代
で
は
主
に
隣

人
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
西
洋
各
国
で
も
社
会
学
や
民
俗
学
が
関
心
を
寄
せ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
研
究
成
果
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

葬
儀
へ
の
参
加
は
隣
近
所
の
ど
の
程
度
ま
で
の
範
囲
が
義
務
的
と
な
っ
て
い
る

か
、
同
じ
く
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
贈
る
側
と
貰
う
側
の

期
待
と
心
理
的
拘
束
性
の
範
囲
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
調
査
で
あ
る
。

筆
者
が
感
じ
、
ま
た
多
少
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
右
に
挙
げ
た
同
窓
会
な
ど

の
諸
集
団
や
隣
近
所
に
相
当
す
る
人
間
関
係
の
濃
密
な
の
が
西
洋
で
、
そ
れ
が

（
一
概
に
は
言
え
な
い
が
総
じ
て
）
希
薄
な
の
が
日
本
と
い
う
見
方
も
で
き
る

く
ら
い
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
過
去
は
と
も
か
く
現
代
の
日
本
で
は
、
良
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三

く
も
悪
し
く
も
安
定
な
い
し
は
固
定
し
た
中
間
集
団
を
め
ぐ
っ
て
は
あ
い
ま
い

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
日
本
＝
世
間
vs 

西
洋
＝
社
会
》
論
者
が
想

定
し
て
い
る
の
と
は
逆
の
現
実
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
は

思
い
切
っ
た
図
式
化
だ
が
、
と
も
あ
れ
そ
う
し
た
構
図
を
ド
イ
ツ
社
会
に
つ
い

て
取
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。

（
二 

）
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
中
間
集
団
の
密

度
が
高
い
ド
イ
ツ
社
会

《
日
本
＝
世
間
》
論
者
が
空
白
の
ま
ま
に
残
し
た
西
洋
に
お
け
る
個
人
と
（
大

き
な
）
社
会
の
間
を
う
ず
め
る
領
域
に
つ
い
て
は
、
珍
し
い
文
献
を
探
し
て
証

明
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
多
く
の
人
々
が
知
っ
て
い
る
現
実
の
諸
相
に
注
目
す

れ
ば
十
分
で
、
そ
の
た
め
本
稿
の
半
分
は
、
日
本
で
も
話
題
に
な
る
事
象
を
と

り
上
げ
た
。

と
共
に
、
西
洋
で
な
さ
れ
て
い
る
研
究
と
の
接
続
を
も
欠
か
す
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
日
常
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ

ジ
ン
ガ
ー
の
研
究
に
裏
付
け
を
も
と
め
よ
う
と
思
う
。
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
は
ド
イ

ツ
民
俗
学
の
改
革
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
初
期
に
は
社
会
学
へ
の
接

近
に
特
色
が
あ
り
、
ま
た
研
究
の
性
格
か
ら
《
日
常
の
解
明
者
》
と
も
評
さ
れ

る
（Bausinger 2006

）。
そ
の
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
で
特
に
取

り
上
げ
た
の
は
、フ
ェ
ル
ア
イ
ン
（V

erein

）
と
呼
ば
れ
る
結
集
形
態
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
日
常
的
な
結
集
形
態
は
フ
ェ
ラ
ア
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
（
あ
る

い
は
狭
義
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
）。
他
の
形
態
に
つ
い
て
少
し
挙

げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
教
会
に
参
集
す
る
信
徒
の
集
ま
り
（
宗
教
的
な
意
味
で
の

ゲ
マ
イ
ン
デ
）
が
そ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
よ
り
も
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
結
集
形
態
の
呼
称
で
は
、
先
に
挙
げ
た
ナ
ッ
ハ
バ
ル
シ
ャ
フ
ト

（
隣
人
関
係
）
も
あ
る
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
関
連
事
象
を
も
併
せ
つ
つ
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
絞
ろ
う

と
思
う
。
ま
た
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
ド
イ
ツ
語
を
原
音
で
通
す

の
は
い
か
に
も
気
が
利
か
な
い
の
で
、
ク
ラ
ブ
な
い
し
は
組
合
、
あ
る
い
は
ク

ラ
ブ
・
組
合
と
連
記
す
る
。
し
か
し
そ
れ
を
一
律
に
そ
う
す
る
わ
け
に
も
ゆ
か

な
い
。
協
会
や
社
団
法
人
の
語
を
あ
て
る
の
が
適
切
な
場
合
も
あ
る
。

な
お
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
圏
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
筆
者
の
準
備

が
限
定
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
こ
で
の
説
明
は
、
ド
イ
ツ
以
外
の

西
洋
の
国
々
の
社
会
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三 

） 

独
和
辞
典
に
お
け
る
「
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
」
の
説
明

簡
便
か
つ
常
識
的
な
手
続
き
と
し
て
、
ド
イ
ツ
語
学
習
者
や
ド
イ
ツ
語
の
文

章
を
読
む
人
が
普
通
に
も
ち
い
る
現
行
の
独
和
辞
典
で
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
ど

う
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、
先
ず
そ
れ
を
見
て
お
き
た
い
。 　
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四

ａ
．
郁
文
堂
『
独
和
辞
典
』　  

V
erein  

共
同
の
目
的
を
も
つ
個
人
加
盟
の
団
体
、
協
会
、
ク
ラ
ブ
：﹇
法
律
﹈ 

社
団　

V
erein D

eutscher Ingenieure 

ド
イ
ツ
技
術
者
協
会
（
略
：V

D
I

）: 

Sportverein 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ ; ﹇
法
律
﹈ eingetragner （od. Eingetragener

）

V
erein 

社
団
法
人
（
略
：e.V

., E.V

）. das ist ja ein seltsam
er 

〜　

あ
れ
は

全
く
お
か
し
な
連
中
だ
よ
。 In dem

 

〜 bist du? 

お
前
も
あ
の
仲
間
な
の
か
。 2. 

Im
 

〜 m
it. Jm

. 

或
人
と
協
力
（
提
携
）
し
て　
﹇
戯
﹈ in trautem
 

〜　
（
反
目

し
合
う
相
手
と
）
さ
も
親
し
げ
に
。

ｂ
．
小
学
館
『
独
和
大
辞
典
』

V
erein 1

a

） （
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
集
ま
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
）
会
、
協
会
、
団
体
、
社
団
、
結
社
、
組
合
、
ク
ラ
ブ
（V

erein 

の
連
合

体
は
し
ば
し
ば V

erband 

と
呼
ば
れ
る 
↓ V

erband 2
a

）:  ein 

eingetragener 

（Eingetragener

）V
erein 

略 e.V
., E.V

. 
登
記
済
社
団 

V
erein D

eutscher Ingenieure

（
略
：V

D
I

）
ド
イ
ツ
技
術
者
協
会
（1856

年
設
立
） Fußballverein 

サ
ッ
カ
ー
協
会　

T
ierschutzverein 

動
物
愛
護

協
会　

einen V
erein gründen 

（stiften

） 

会
を
設
立
す
る eine V

erein 

auflösen 

会
を
解
散
す
る　

 einem
 V

erein beitreten 

（angehören

） 

会
に

入
会
す
る
（
所
属
す
る
） aus einem

 V
erein austreten 

（ausgeschlossen 

w
erden

） 

会
か
ら
脱
会
す
る
（
除
名
さ
れ
る
） in einen V

erein eintreten 

会
に
入
会
す
る
．
―
以
下
略
―

ｃ
．
三
修
社
『
新
現
代
独
和
辞
典
』

V
erein  

① 

会
、
協
会
、
団
体
、
結
社
、
学
会
、
ク
ラ
ブ　

② 

（
法
律
）
社
団

法
人　

③　

連
合
、
合
同
、
共
同　

◆　

im
 V

erein m
it3 

・
・
・
と
共
同
で
／

eingetragner V
erein 

登
録
法
人
（
略: e.V

.

）

ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
辞
典
・
事
典
類
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、
右
の
独

和
辞
典
で
も
、
ド
イ
ツ
の
国
語
辞
典
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
標
準

的
な
国
語
辞
典
の
一
つ
ヴ
ァ
ー
リ
ヒ
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
の V

erein 

の
記
述

を
見
る
と
、
各
種
の
独
和
辞
典
に
も
そ
れ
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
（W

ahrig 1977, Sp.3917-18

）。
ま
た
『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
百
科
事
典
』

で
は
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
か
か
わ
る
民
法
と
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
法
（
結
社
法
）
の

説
明
が
厚
い
（Brockhaus Bd.6.1990

）。　

ま
た
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
具
体
的
な
団
体
名
も
、
各
種
の
独
和
辞
書
の
見
出
し

語
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
小
学
館
『
大
独
和
辞
典
』
か
ら
数
例
を
拾
う
と
、

次
の
よ
う
な
語
が
挙
が
っ
て
い
る
。Fußballverein: 

サ
ッ
カ
ー
協
会　

Gesangverein （
略GV

）
合
唱
団
・
合
唱
ク
ラ
ブ
、Gew

erbeverein

：
営
業
（
同

業
）
組
合 　

K
riegervereien  

在
郷
軍
人
会　

Schützenverein （
中
世
以
来

の
伝
統
を
も
つ
）
射
撃
協
会　

Sportverein 

（
略SV

）
体
操
（
ス
ポ
ー
ツ
）
協

会　
 T

urnverein 

（
略T

V

）
体
操
協
会
・
体
操
ク
ラ
ブ　

V
erkehrsverein 

観
光
協
会
、
等
々
。 　
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

五

ｄ
．
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
特
徴 　

　
　

独
和
辞
典
に
よ
っ
て
も
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
い
う
組
織
な
い
し
は
団
体
の
性

格
は
だ
い
た
い
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
説
明
か
ら
も
、
次
の
三
つ
の
性
格
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る

（
一
） 

設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
、
ま
た
解
散
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
二
） 

メ
ン
バ
ー
と
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
組
織
と
の
関
係
で
は
、
個
々
人
が
加
入
や

離
脱
が
で
き
、
ま
た
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
側
か
ら
も
個
人
の
入
会
を
み
と

め
た
り
退
会
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
三
） 

辞
書
が
法
律
の
項
目
を
設
け
、そ
こ
に
略
号 e.V

. 

を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、

登
記
を
済
ま
せ
て
法
人
の
性
格
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。
辞
典
は
そ
れ
に
社

団
法
人
や
登
録
団
体
や
登
記
済
社
団
の
訳
語
を
あ
て
て
い
る
。
ち
な
み
に

法
人
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
か
か
わ
る
法
律
は「
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
法
」

（ V
ereinsgesetz　

結
社
法
）
で
、
現
在
の
法
律
は
一
九
六
四
年
に
制

定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
改
正
法
で
あ
り
、
前
身
は
一
九
〇
八
年
に
制
定
さ
れ

た
「
帝
国
結
社
法
」（Reichsvereinsgesetz 

＝RV
G

）
で
あ
る
。
こ

れ
自
体
も
、
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
語
圏
諸
領
邦
で
関
連
す
る
法
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
の
を
整
理
し
た
と
い
う
性
格
に
あ
る
。　

（
四 

） 

法
人
格
（
社
団
法
人
）
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
と
そ
の
訳
語 

独
和
辞
典
の
説
明
が
示
す
よ
う
に
、
法
人
格
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
、

概
ね
日
本
の
社
団
法
人
と
照
応
す
る
。
こ
こ
で
は
一
般
社
団
法
人
と
公
益
社
団

法
人
の
区
別
は
横
に
お
い
て
お
く
が
、
法
的
な
性
格
は
同
一
で
も
巨
大
組
織
か

ら
極
小
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
幅
が
あ
る
。
日
本
の
場
合
で
言
え
ば
、
経
団
連
は
一

般
社
団
法
人
、
経
済
同
友
会
は
公
益
社
団
法
人
で
あ
り
、
片
や
町
の
手
藝
教
室

や
詩
吟
ク
ラ
ブ
で
も
一
般
社
団
法
人
の
場
合
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

法
律
に
も
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
早

く
か
ら
日
本
に
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
平
成
十
七
年
改
正
前
の
明
治
三
二

（
一
八
九
九
）
年
に
施
行
さ
れ
た
商
法
の
第
五
二
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に

《
社
団
》
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
照
応
す
る
と

さ
れ
る
。
こ
の
明
治
以
来
の
術
語
を
元
に
し
て
、
そ
う
し
た
団
体
で
法
人
の
認

可
を
得
た
も
の
が
《
社
団
法
人
》
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
条

項
の
理
論
的
な
背
景
は
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
の
『
ド
イ
ツ
団
体
法

論
』
で
あ
っ
た
（
ギ
ー
ル
ケ
﹇
庄
子
・
訳
﹈
一
―
四
：
三
―
六
二）

2
（

）。
同
書
は

一
八
六
〇
年
代
に
書
か
れ
た
古
典
で
あ
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
法
の
思
想
的
な
基
本

書
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
中
世
以
後
な
い
し
は
近
代
前
期
と
も
言
え
る
十
七
・



― 115 ―

六

十
八
世
紀
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
関
す
る
第
六
四
章
「
官
憲
的
国
家
に
お
け
る

フ
ェ
ラ
イ
ン
制
度
」
と
、
一
八
四
八
年
の
三
月
革
命
を
は
さ
む
時
期
の
フ
ェ
ル

ア
イ
ン
の
様
相
を
踏
ま
え
た
第
六
五
章
「
政
治
的
・
宗
教
的
・
精
神
的
・
道
徳

的
お
よ
び
社
会
的
な
諸
目
的
の
た
め
の
近
代
の
自
由
な
フ
ェ
ラ
イ
ン
（
社
団
）

制
度
」の
二
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
章
名
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

概
括
的
に
は
団
体（
ゲ
ノ
セ
ッ
ン
シ
ャ
フ
ト
）の
近
代
的
な
一
形
態
と
し
て
フ
ェ

ル
ア
イ
ン
が
解
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
を
《
組
合
》
と
訳
す
事
例
も
、
遅
く
と
も
大
正
年
間
か

ら
み
と
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
民
主
党
の
結
成
当
時
か
ら

の
指
導
者
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ベ
ル
の
自
叙
伝
（
一
九
一
〇
―
一
四
）
が
原
書

の
刊
行
か
ら
そ
う
時
間
を
お
か
ず
に
（
英
語
訳
か
ら
の
抜
粋
の
形
で
）
大
正

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
に
和
訳
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
ベ
ー
ベ
ル
が
所
属
し
た

各
種
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
組
合
と
訳
さ
れ
た
。
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
、
大
き
く
見

れ
ば
生
活
協
同
組
合
や
労
働
組
合
と
も
組
織
形
態
に
お
い
て
似
通
う
と
こ
ろ
が

あ
り
、
日
本
語
と
し
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
や
す
い
。
た
だ
し
ベ
ー
ベ
ル
の

自
伝
は
別
と
し
て
、《
組
合
》
に
照
応
す
る
ド
イ
ツ
語
が
常
に V

erein 
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い）

3
（

。

（
経
済
団
体
と
し
て
の
組
合
）　

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
照
応
す
る
日
本
語
の
術
語
が
先
ず
商
法
に
盛
り
込
ま
れ
た

の
は
、
業
界
団
体
や
特
定
の
販
売
・
流
通
目
的
の
団
体
が
そ
の
形
態
を
と
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
概
括
的
に
言
え
ば
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
商
業
活
動
と
も
深
く
か

か
わ
る
組
織
形
態
と
し
て
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
業
界
団
体
の
頂
上
組
織
や
連

絡
機
関
の
多
く
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
、
す
な
わ
ち
社
団
法
人
な
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
業
界
団
体
の
連
絡
機
関
に
は
「
一
般
社
団
法

人 

日
本
自
動
車
工
業
会
」（Japan A

utom
obile M

anufacturers 

A
ssociation

）、同
じ
く
「
一
般
社
団
法
人 

日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
（Japan 

A
uto Parts Industries A

ssociation

、
略
称
：JA

PIA

　

1938

」
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
の
組
織
は
「
ド
イ
ツ
自
動
車
工
業
会
」 （V

erband 

der A
utom

obilindustrie e.V
. 

）
で
で
あ
る
。

ま
た
「
ド
イ
ツ
自
動
車
連
盟
」（A

llgem
einer D

eutscher A
utom

obil-

Club e.V
. 

略A
D
A
C

）
も
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
。
自
動
車
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
で
本
部
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
お
か
れ
、
会
員
数
約

一
五
〇
〇
万
人
誇
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
同
業
種
の
最
大
の
団
体
で
あ
る
。「
全

ド
イ
ツ
自
動
車
ク
ラ
ブ
」
と
も
訳
さ
れ
、
日
本
の
「
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
Ｆ
」

に
あ
た
る
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
る
と
「
一
般
社
団
法
人 

日
本
電
機
工
業
会
」（JEM

A

）

は
、
電
気
製
品
の
製
造
を
営
む
正
会
員
と
、
物
流
、
販
売
、
材
料
、
工
事
な
ど

の
電
気
機
械
に
関
連
す
る
事
業
を
営
む
賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
、
会
員
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
家
電
メ
ー
カ
ー
を
含
む
二
八
〇
社
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
照
応
す

る
ド
イ
ツ
の
組
織
は
「
ド
イ
ツ
電
気
電
子
工
業
連
盟
」（Zentralverband 

Elektrotechnik- und Elektronikindustrie e. V
. 

略
称ZV

EI 

）
で
、
や
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

七

は
り
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
。

総
じ
て
業
界
団
体
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
一
般
社
団
法
人
と
ド
イ
ツ
の e.V

. 
は
そ
の
あ
り
方
に
お
い
て
近
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
任
意
の
業
界
で
た
だ
ち
に

推
測
で
き
る
。
製
造
業
界
や
流
通
業
界
か
ら
、
園
藝
、
加
工
食
品
、
酒
類
の
販

売
（
全
日
本
酒
類
販
売
店
協
会
）、
観
光
か
ら
葬
儀
業
界
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

部
門
に
及
ぶ
。

ま
た
業
界
団
体
で
は
な
い
が
、
ド
イ
ツ
の
観
光
政
策
で
よ
く
名
前
が
挙
が
る

ド
イ
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
セ
ン
タ
ー
（D

eutscher Zentrale für T
ourism

us 

e.V
. 

略D
ZT

　

本
部
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
）
も
フ
ェ
ル
ア
イ

ン
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
委
託
を
受
け
た
主
に
国
内
観

光
に
関
係
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
関
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
際
的
な
連
絡
機
関
も
ド
イ
ツ
で
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
訳
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る
「
万
国
郵
便
連
合
」
は
ド
イ
ツ
語
で
は

W
eltpostverein 

略
称W

PV

、
英
語
で
はU

niversal Postal U
nion, 

フ
ラ

ン
ス
語
で
はU

nion postale universelle　

ど
ち
ら
も
略
称 U

PU
、
し
た

が
っ
てV

erein 

は
英
・
仏
語 U

nion 

と
も
照
応
す
る
。

ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
そ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
国
境
な
き
医
師
団
」（M

édecins 

Sans Frontières　

本
部
は
パ
リ
）
は
ド
イ
ツ
語
で
はÄ

rzte ohne Grenzen

、

組
織
形
態
は V

erein 

と
し
て
分
類
さ
れ
る
。

愛
好
家
の
団
体
も
多
く
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
、
た
と
え
ば
第
二
次
世
界
大
戦

よ
り
も
前
に
ド
イ
ツ
で
結
成
さ
れ
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
愛
好
家
団
体
「（
ド
イ
ツ
）
宇
宙
旅
行
協
会
」

はV
erein für Raum

schiffahrt

略
称V

fR

で
あ
る
。

（
学
会
組
織
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
）　　

学
会
組
織
も
多
く
が
組
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
社
会
学
会

（D
eutsche Gesellschaft für Soziologie e. V

. 

略
称D

GS

）
は
一
九
〇
九

年
に
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
等
三
九
人
の
提
唱
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
、初
代
の
会
長
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
テ
ン
ニ
ェ
ス
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
学
会
組
織
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
に
と
ど

め
る
。
次
は
ほ
ん
の
数
例
で
あ
る
。　

ド
イ
ツ
哲
学
会
（D

eutsche Gesellschaft für Philosophie  

略
称

D
GPhil

）1947 

ド
イ
ツ
民
俗
学
会
（D

eutsche Gesellschaft für V
olkskunde  

略
称

dgv

）ド
イ
ツ
外
交
政
策
学
会
（D

eutsche Gesellschaft für A
usw

ärtige 

Politik e.V
.  

略
称D

GA
P

） 

今
日
で
は
学
界
組
織
の
多
く
が Gesellschaft 

と
表
記
さ
れ
、
法
人
格
と
し

て e.V
. 

と
表
示
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は V

erein 

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
少
な

く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
山
田
欣
吾
に
ド
イ
ツ
の
歴
史
協
会
を
対
象
に

し
た
研
究
が
あ
る
（
山
田
一
九
七
九
）。
そ
こ
で
は
、
一
八
一
九
年
が
最
初
の
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八

節
目
で
、
こ
の
年
に
四
か
所
で
地
域
誌
に
か
か
わ
る
歴
史
協
会
が
成
立
し
、
そ

の
う
ち
三
つ
の
団
体
が V

erein 

を
名
乗
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

民
俗
学
で
は
、
ド
イ
ツ
民
俗
学
会
の
直
接
の
前
身
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
ゲ
ル

マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
の
教
授
カ
ー
ル
ヴ
ァ
イ
ン
ホ
ル
ト
に
よ
っ
て
一
八
九
〇
年
に
設

立
さ
れ
た
「
ベ
ル
リ
ン
民
俗
学
会
」（Berliner V

erein für V
olkskunde

）

で
あ
り
、
次
い
で
同
じ
く
ヴ
ァ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
準
備
し
て
い
た
同
種
の
団
体
の

頂
上
組
織
と
し
て
民
俗
学
協
会
連
合
（V

erband der V
ereine für 

V
olkskunde

）
が
一
九
〇
四
年
に
発
足
し
、
こ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

今
日
の
ド
イ
ツ
民
俗
学
会
と
な
っ
た
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
＝
ケ
ラ
ー
マ
ン

二
〇
一
一
：
一
〇
五
以
下
）。

（
五 

）
西
洋
に
共
通
な
結
社
と
し
て
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン

と
そ
れ
へ
の
注
目
の
古
典
的
な
事
例　

　

本
稿
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
は
何
か
に
つ
い
て
一
般
知
識
的
な
説
明
以
上
に
は

踏
み
込
ま
ず
、学
説
の
流
れ
は
別
稿
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
た
だ
早
い
時
期
の
、

今
日
で
は
古
典
的
な
意
味
を
も
つ
三
人
の
論
説
の
存
在
に
だ
け
は
言
及
し
て
お

き
た
い
。
一
つ
は
先
に
名
前
を
挙
げ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
で
あ

る（
ギ
ー
ル
ケ
）。
二
つ
目
は
時
間
的
に
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・

ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』
第
二
巻
（
一
八
四
〇
年
）
の
中
の
《
ア

メ
リ
カ
人
の
市
民
生
活
に
お
け
る
団
体
》を
あ
つ
か
っ
た
三
つ
の
章
で
あ
る（
ト

ク
ヴ
ィ
ル）

4
（

）。
そ
こ
で
説
か
れ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
研
究
史
で
も
、
そ
の
早
い
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
事
例
と
ド
イ
ツ
の
事
例
、
ま
た
ト
ク
ヴ
ィ

ル
の
故
国
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
的
結
社
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
で
は
な
く
、
同
等

な
い
し
は
近
似
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
つ
目
は

一
九
一
〇
年
の
第
一
回
ド
イ
ツ
社
会
学
者
大
会
に
お
け
る
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
講
演
で
、
印
刷
で
は
二
四
頁
の
ち
ょ
う
ど
半
分
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
あ

て
ら
れ
た（M

.W
eber 

﹇1910

﹈, 1911,S.39-62

）。《
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
社
会
学
》

が
喫
緊
の
課
題
と
説
か
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
に
限
定
し
た

も
の
と
は
さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
事
情
に
つ
い
て
も
特
に
仕
切
り
を
設
け
る
こ

と
な
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
今
日
と
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
古
典
的
な
諸
例
を
も
っ
て
フ
ェ
ル

ア
イ
ン
研
究
を
代
表
さ
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
特
に
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
後

ナ
チ
ス
＝
ド
イ
ツ
期
が
あ
り
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
そ
の
克
服
を
課

題
と
し
て
研
究
視
点
の
転
換
が
起
き
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
他

な
ら
ぬ
現
今
そ
の
も
の
の
様
相
が
強
く
な
り
、
そ
れ
を
睨
ん
で
研
究
方
法
に
も

新
た
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
追
々
取
り
上
げ
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
が
、
す
で
に
研
究
の
初
期
に
あ
っ
て
も
、
西
洋
各
国
に
共
通
な
い

し
は
近
似
し
た
結
集
形
態
と
し
て
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。　
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

九

（
六 

）日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン

―
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
を
例
に
し
て　

　

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
い
う
言
葉
自
体
は
馴
染
み
が
薄
い
で
あ
ろ
う
が
、
何
が

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
か
と
な
る
と
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
か
、
耳
に
し
た
こ

と
の
団
体
の
種
類
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
的
な
の
は
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー

ム
で
あ
ろ
う
。「
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
」、「
ボ
ル
シ
ア
・
ド
ル
ト
ム
ン

ト
」、「
ハ
ム
ブ
ル
ガ
ー
Ｓ
Ｖ
」、「
Ｖ
ｆ
Ｂ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
」、「
Ｓ
Ｖ
ヴ
ェ

ル
ダ
ー
・
ブ
レ
ー
メ
ン
一
八
九
九
」、「
Ｆ
Ｃ
シ
ャ
ル
ケ
〇
四
（
＝
一
九
〇
四
）」、

こ
れ
ら
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
数
年
な
い
し
は
過
去
一
〇
年
ほ
ど

の
期
間
に
日
本
人
選
手
が
在
籍
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
大
き
く
与
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
球
団
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
こ
と
は
、
フ
ル
ネ
ー
ム
を
見
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
ハ
ム
ブ
ル
ガ
ー
Ｓ
Ｖ
」
は
《H

am
burger Sport-

V
erein e.V

.

》、「
Ｖ
ｆ
Ｂ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
」
は 
《V

erein für 

Bew
egungsspiele Stuttgart 1893 e.V

.

》で
あ
る
。こ
の
な
か
の 
Ｖ 
が
フ
ェ

ル
ア
イ
ン
の
略
記
号
で
あ
る
。
ま
た
先
の
独
和
辞
典
が e.V

.　

と
は　

eingetragner V
erein 

す
な
わ
ち
登
録
団
体
な
い
し
は
社
団
法
人
の
略
記
号

と
解
説
し
て
い
る
の
を
併
せ
る
と
、「
ハ
ム
ブ
ル
ガ
ー
Ｓ
Ｖ
」
は
《
ハ
ム
ブ
ル
ク
・

ス
ポ
ー
ツ
組
合　

登
録
団
体﹇or

社
団
法
人
﹈》で
あ
る
。「
Ｖ
ｆ
Ｂ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
」
は
《
体
育
の
た
め
の
組
合　

一
八
九
三
年
登
録
団
体
﹇or

社
団
法

人
﹈》
で
あ
る
。「
Ｓ
Ｖ
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
・
ブ
レ
ー
メ
ン
一
八
九
九
」（Sportverein 

W
erder Brem

en von 1899 e. V

）
や
「
Ｆ
Ｃ
シ
ャ
ル
ケ
〇
四
（
＝

一
九
〇
四
）」（Fußballclub Gelsenkirchen-Schalke 

04 e. V
.

）
な
ど
と
同

じ
で
あ
る
。
な
お
Ｆ
Ｃ
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
例
が
示
す
よ
う
に
、
フ
ル
ネ
ー
ム
に
は
設
立
年
次
が
付
い
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
た
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、も
う
少
し
解
説
が
必
要
で
あ
る
。
対
比
と
し
て
日
本
の
場
合
を
見
る
と
、

サ
ッ
カ
ー
も
野
球
も
プ
ロ
球
団
は
株
式
会
社
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
で
あ
る
の
は
、
そ
の
活
動
の
仕
組
み
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
プ

ロ
球
団
は
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
企
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の

サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
組
織
の
全
体
を
み
る
と
性
格
が
異
な
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
も
っ
と
も
、日
本
で
も
、た
と
え
ば
サ
ッ

カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ
を
構
成
す
る
会
社
の
な
か
に
は
一
般
社
団
法
人
へ
の
転
換
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り）

5
（

、ま
た
リ
ー
グ
全
体
を
運
営
す
る
の
は「
公

益
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
・
リ
ー
グ
」
で
あ
る
た
め
、
違
い
は
決
定
的

と
ま
で
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

と
ま
れ
、
も
う
少
し
ド
イ
ツ
の
実
情
に
入
っ
て
ゆ
こ
う
。
先
ず
私
た
ち
が
ブ

ン
デ
ス
リ
ー
ガ
一
部
の
強
豪
と
し
て
親
し
ん
で
い
る
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
は
、

「
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
」
に
し
て
も
「
ボ
ル
シ
ア
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
」

（
ボ
ル
シ
ア
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
意
、
ラ
イ
ン
地
方
が
か
つ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

領
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
）
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
ご
く
一
部
で
あ
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一
〇

る
。
そ
れ
を
手
軽
に
見
る
に
は
Ｈ
Ｐ
が
最
新
の
情
報
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
も
そ
れ
を
用
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
八
年
七
月
一
日
の
時
点
で

所
属
メ
ン
バ
ー
は
、「
ボ
ル
シ
ア
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
」
で
は
一
五
一
〇
〇
〇
人
、

「
Ｖ
ｆ
Ｂ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
」
は
六
一
〇
〇
〇
人
と
あ
る
。
こ
の
大
き
な

数
字
は
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
だ
け
を
考
え
る
と
奇
妙
で
あ
る
。
中
身
を
さ
ぐ
る

と
、
二
つ
の
点
が
見
え
て
く
る
。
一
つ
は
、
何
万
人
と
い
う
メ
ン
バ
ー
数
は
経

営
安
定
の
た
め
に
会
費
を
収
め
る
一
種
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
併
せ
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、団
体
は
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

数
十
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
種
目
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
テ
ニ

ス
、
水
泳
、
柔
道
、
障
碍
者
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
等
か
ら
、
チ
ェ
ス
や

鼓
笛
隊
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、サ
ッ
カ
ー
で
は
強
豪
な
が
ら
、

水
泳
で
は
マ
イ
ナ
ー
・
リ
ー
グ
と
い
う
場
合
も
珍
し
く
な
い
。

ま
た
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
組
合
で
は
、
特
に
サ
ー
カ
ー
が
強
豪
で
あ
る
場
合
に

は
経
営
規
模
が
巨
大
に
な
る
。
た
と
え
ば
「
ボ
ル
シ
ア
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
」
は

球
場
だ
け
で
も
数
か
所
に
所
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
社
団
法
人
だ
け
で
は
通

せ
ず
、
主
に
サ
ッ
カ
ー
球
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
施
設
の
運
営
を
営
利
事
業
体

と
し
て
独
立
さ
せ
、
そ
れ
を
組
合
の
傘
下
に
お
く
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る

（
元
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
会
社
だ
っ
た
が
現
在
は
ド
イ
ツ
銀
行
が
加
わ
る
株

式
合
資
会
社
）。

（
サ
ッ
カ
ー
に
見
る
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
広
が
り
）　　
　

今
、
サ
ッ
カ
ー
を
話
題
に
し
た
の
で
、
こ
れ
を
例
に
し
て
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の

広
が
り
を
見
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、
多
く
の
論
者
か
ら
の
引
用
を
敢
え
て

あ
き
ら
め
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
民
俗
学
を
日
常
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
た

ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
の
見
解
に
絞
ろ
う
と
思
う
。
ち
な
み
に
ス
ポ
ー
ツ

は
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
若
い
頃
か
ら
折
に
触
れ
て
取
り
上
げ
て
き
た
分
野
で
、
そ

の
論
考
と
講
演
記
録
の
多
く
は
『
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
の
「
日
常
の
な
か
の
小
さ
な
祭
り 

― 

サ
ッ
カ
ー
の
意
義
の

た
め
に
」
の
始
め
の
と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
な
試
算
が
な
さ
れ
て
い
る
（
バ
ウ

ジ
ン
ガ
ー
二
〇
〇
六a

： 

七
五
―
七
六
）。

Ｄ
Ｆ
Ｂ
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
に
は
二
万
を
超
え
る
フ
ェ
ル

ア
イ
ン
（
組
合
）
が
あ
り
、
チ
ー
ム
の
数
も
一
三
万
以
上
で
あ
る
。
仮
に

一
チ
ー
ム
を
一
五
人
と
し
て
計
算
す
る
と
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
る
の
が

一
一
人
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
控
え
の
ベ
ン
チ
の
人
員
の
ほ

か
、
世
話
人
、
監
督
、
救
護
係
も
数
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
す
で
に

そ
れ
だ
け
で
ほ
ぼ
二
百
万
人
で
あ
る
。
そ
の
半
数
以
上
は
、
学
校
の
生
徒

や
若
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
は
、
新
聞
で
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
面
を
た
し

か
め
れ
ば
、
た
だ
ち
に
納
得
で
き
よ
う
。
実
際
、
新
聞
の
地
方
版
に
は
、

よ
く
知
ら
れ
た
リ
ー
グ
だ
け
で
な
く
、レ
ギ
オ
ナ
ル
リ
ー
グ
リ
ー
グ
、オ
ー

バ
ー
リ
ー
グ
、
ク
ラ
イ
ス
リ
ー
グ
を
構
成
す
る
多
数
の
グ
ル
ー
プ
の
名
前
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

一
一

が
挙
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
若
者
や
学
校
の
生
徒
の
チ
ー
ム
だ
け
で
も
Ａ

1
か
ら
Ｆ
3
に
わ
た
る
。
中
く
ら
い
の
大
き
さ
の
町
な
ら
、
通
常
、
一
つ

の
組
合
の
な
か
に
凡
そ
二
〇
チ
ー
ム
位
ま
で
作
ら
れ
て
い
る
。　

　

　

実
際
に
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
活
動
し
て
い
る
人
数
は
、
組
織
さ
れ
て

い
な
い
グ
ル
ー
プ
ま
で
含
め
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
倍
に
な
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
余
暇
を
た
の
し
ん
で
い
る
日
曜
サ
ッ
カ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
た

ち
で
、
な
か
に
は
あ
る
程
度
固
定
し
て
い
て
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
名
前
の

付
い
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。《
Ｆ
Ｃ
ス
リ
ッ
パ
》
と
か
、《
デ
ュ
ナ
モ

鶏
の
目
》
と
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
が
固
定
し
て
い
な
い
グ
ル
ー

プ
も
多
い
。

（
七
）
地
域
社
会
に
お
け
る
フ
ェ
ル
ア
イ
ン

　

―《
ド
イ
ツ
人
は
三
人
よ
れ
ば
一
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
》　

以
上
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
広
が
り
の
一
端
に
ふ
れ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
人
の

間
で
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
話
題
に
な
る
と
き
に
先
ず
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
の
は
、

む
し
ろ
身
近
で
屢
々
小
さ
な
結
集
で
あ
ろ
う
。
日
常
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
付
き
合
い
の
次
元
の
団
体
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
余
暇
や
趣
味
や
ホ
ビ
ー
の

集
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
学
校
の
生
徒
な
ら
、
放
課
後
の
活
動
の
場
が
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
で
あ
る
。
地
域
の
文
化
遺
産
の
保
存
や
美
化
運
動
や
移
民
と
の
交
流
や
手

藝
や
山
歩
き
の
仲
間
と
の
交
流
の
組
織
で
あ
る
。
な
か
で
も
多
数
の
学
校
生
徒

に
と
っ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
学
校
で
は
体
育
の
科
目
は
あ
る
が
、
実
技
に
重
点
を
置
い
た
放
課
後

の
活
動
は
学
校
外
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
中
心
で
あ
る
。
各
種
の
祭
り
や
イ
ヴ
ェ

ン
ト
も
担
い
手
は
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
。
法
人
と
な
っ
て
い
な
い
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
も
多
い
。
数
か
ら
い
え
ば
、
法
人
で
は
な
い
さ
さ
や
か
な
団
体
の
方
が
は

る
か
に
多
い
。
し
か
し
法
人
で
あ
る
も
の
と
そ
こ
ま
で
行
か
な
い
も
の
と
の
間

に
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、《
家
族
と
（
国

家
や
公
共
と
い
っ
た
広
い
）
社
会
の
間
を
満
た
し
て
い
る
の
は
主
に
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
》
と
は
、
早
く
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

（M
.W

eber 1911,S.52

）。

な
お
先
に
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
を
社
団
法
人
と
重
ね
た
が
、
そ
れ
は
登
録
ま
で
進

ん
だ
場
合
で
あ
る
。
登
録
に
つ
い
て
は
西
洋
人
の
習
性
と
し
て
契
約
の
重
視
な

ど
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
歴
史
的
な
経
緯
も
含
め
て
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

《
一
九
一
九
年
に
完
全
な
結
社
の
自
由
が
導
入
さ
れ
る
前
に
は
、す
べ
て
の
フ
ェ

ル
ア
イ
ン
は
定
款
を
役
所
に
届
け
て
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
》
か

ら
で
あ
る
（H

.Schm
itt 1963 S.65

）
6
（

）。
二
〇
世
紀
初
め
頃
ま
で
は
、
祭
り
や

共
同
部
屋
で
の
冬
場
の
仕
事
を
兼
ね
た
団
欒
と
い
っ
た
慣
習
的
な
集
ま
り
の
形

態
（
こ
れ
ら
は
地
域
の
上
層
部
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た）

7
（

）
を
除
け
ば
、
一
定
の

人
数
が
定
期
的
に
集
ま
る
市
民
的
な
結
集
に
は
、
合
唱
ク
ラ
ブ
で
あ
れ
体
操
組

合
で
あ
れ
同
郷
人
会
で
あ
れ
官
庁
の
認
可
を
要
し
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
末
頃

に
は
、
雑
多
な
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
申
請
に
官
庁
が
辟
易
し
て
い
た
節
も
あ
り
、
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一
二

過
度
の
規
制
は
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
（H

.Schm
itt 1963 S.62

）。　

今
日
で
は
法
人
と
し
て
の
登
録
へ
進
ま
な
い
団
体
も
多
い
。
し
か
し
そ
れ
ら

も
別
物
で
は
な
く
、
法
人
化
は
概
括
的
に
言
え
ば
状
況
次
第
で
あ
る
。
公
民
館

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
公
的
施
設
の
利
用
や
補
助
金
も
登
録
の
モ
チ
ヴ
ェ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よD

rei D
eutsche 

― ein V
erein 

で
あ
る
。

バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
は
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
人
の
国
民
性
を
検
証
す
る
一
書
『
ド
イ
ツ

人
は
ど
こ
ま
で
ド
イ
ツ
的
？
』）
の
小
見
出
し
に
掲
げ
た
（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー

二
〇
〇
〇
﹇
河
野
・
訳
﹈
七
四
以
下
）。

《
ド
イ
ツ
人
は
三
人
よ
れ
ば
一
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
》
と
言
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
極
端
な
言
い
方
で
、
学
問
的
な
説
明
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
社

会
学
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
つ
い
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
三
人
か
四
人

の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
集
ま
れ
ば
、
彼
ら
は
必
ず
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
を
作
る
と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
住
民
に
も
つ
い
て
言
わ
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
誰
も
が
三
つ
か
四
つ
の
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
規
則
的
な

集
い
が
組
織
さ
れ
、
人
間
が
自
宅
の
外
に
も
と
め
る
集
ま
り
が
組
織
の
性

格
を
も
つ
こ
と
は
決
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
近
代
化
さ
れ
た
あ

ら
ゆ
る
社
会
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
へ
の
思

い
入
れ
は
ド
イ
ツ
人
の
特
徴
と
し
て
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

大
き
な
組
織
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
語
で
ド
イ
ツ
人
が
先
ず

思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
や
は
り
身
近
な
集
ま
り
で
あ
ろ
う
。
特
に
大
都
市
を
少

し
離
れ
て
広
が
る
地
方
の
生
活
に
お
け
る
多
種
多
様
な
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
小
さ

な
結
集
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
も
、
そ
れ
を
含
む
大
き
な

組
織
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
で
あ
る
が
、
個
々
人
が
接
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
な
か

の
個
別
の
部
門
で
あ
る
。た
と
え
ば
水
泳
で
あ
っ
た
り
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ

た
り
で
あ
る
。
ま
た
祭
り
の
保
存
会
や
運
営
団
体
も
組
合
で
あ
る
。
地
域
の
施

設
の
運
営
や
自
然
環
境
の
維
持
も
そ
う
で
、
た
と
え
ば
河
川
や
水
門
の
管
理
は

行
政
に
加
え
て
そ
れ
を
保
管
す
る
組
合
が
存
在
す
る
。
博
物
館
や
郷
土
資
料
館

の
運
営
を
支
え
る
の
も
そ
う
で
あ
る
。
外
国
か
ら
の
難
民
が
町
や
村
に
定
着
す

る
に
あ
た
っ
て
も
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
団
体
が
仲
介
す
る
こ
と
が

多
い
。
さ
ら
に
特
殊
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
も
の
で
は
、
地
域
の
消
防

団
が
あ
る
。
歴
史
的
に
は
十
九
世
紀
半
ば
に
体
操
者
の
活
動
の
一
形
態
と
し
て

結
成
さ
れ
た
場
合
が
少
な
く
な
い
。
今
日
で
は
消
防
団
は
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
ち
、
自
前
の
訓
練
学
校
を
も
運
営
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
日
常
生

活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ク
ラ
ブ
・
組
合
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
バ

ウ
ジ
ン
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
概
観
し
て
い
る
（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
二
〇
〇
〇
﹇
河

野
・
訳
﹈
七
四
以
下
）。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
（
ク
ラ
ブ
／
組
合
）
と
い
う
組
織
形
態

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
は
、統
計
が
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
・
ス
ポ
ー
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

一
三

ツ
連
盟
の
傘
下
に
あ
る
組
合
だ
け
で
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
約

二
三
〇
〇
万
人
に
上
る
。
ド
イ
ツ
歌
唱
連
盟
の
も
と
に
あ
る
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
も
ほ
と
ん
ど
二
千
万
人
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
・
ア
ル
プ
ス
・
ク
ラ
ブ

や
地
域
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
合
計
す
れ
ば

数
百
万
人
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
小
さ
な
団
体
や
組
織
が
数
多
く
存

在
す
る
。
ド
イ
ツ
で
は
成
人
の
六
〇
％
以
上
が
少
な
く
と
も
一
つ
の
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
会
費
を
納
め
て
い
る
計
算
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
で
は
、《
受
動
的
な
会
員
》
の
方
が
《
活

動
的
な
》
メ
ン
バ
ー
よ
り
ず
っ
と
多
い
。
た
と
え
ば
小
さ
な
都
市
の
市
長

は
、
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
。
歌
唱
ク
ラ
ブ
か
ら
体
操
組
合
ま
で
、
小
動
物
飼
育
ク
ラ
ブ
か
ら

市
民
消
防
組
合
ま
で
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
・
ク
ラ
ブ
か
ら
家
庭
園
藝

組
合
ま
で
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
い
ポ
ス
ト
の
人
物
た
ち

や
企
業
家
た
ち
が
多
く
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
メ
ン
バ
ー
に
《
な
ら
ね
ば
な

ら
な
い
》
事
実
は
、
こ
れ
ま
た
地
域
の
共
同
生
活
の
な
か
で
の
ク
ラ
ブ
・

組
合
の
意
味
を
証
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

村
で
は
、多
く
の
面
で
等
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
村
の
文
化
は
ク
ラ
ブ
・

組
合
文
化
で
も
あ
る
。
公
的
な
文
化
施
設
が
平
等
を
重
ん
じ
地
方
分
散
的

な
構
造
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
演

奏
す
る
大
き
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
大
き
な
演
劇
も
村
に
は
や
っ
て
こ
な

い
。
文
化
生
活
は
《
手
作
り
》
で
あ
り
、
地
元
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。

そ
れ
に
形
を
あ
た
え
る
の
は
、
何
よ
り
も
種
々
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
で
あ
る
。

地
域
の
祭
り
行
事
と
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
て
、
祭
り
の

夕
べ
や
上
演
す
べ
き
演
目
や
行
列
や
お
楽
し
み
の
品
物
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
も
あ
る
。
音
楽
の
演
奏
、
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の

芝
居
、
夕
べ
の
催
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
祭
り
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
村
だ

け
で
な
く
、
小
さ
な
都
市
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
小
都
市
で
も
、
文

化
的
な
行
事
の
重
要
部
分
が
種
々
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ

る
。そ
れ
に
対
し
て
大
都
市
で
は
、ク
ラ
ブ
・
組
合
の
動
静
は
、プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
劇
場
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
博
物
館
や
画
廊
な
ど
活
動
の
影
に

隠
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
こ
で
も
、
ク
ラ
ブ
・
組
合
活
動
の
厚
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
中
位
や
下
位
の
層
の
人
々
に
は
、《
も
っ
と
も
ら
し
い
》

文
化
よ
り
も
大
き
な
意
味
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
に
近
い
の
は
日
本
で
も
こ
の
と
こ
ろ
活
発
な
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、
そ
れ
が
一
世
半
以
上
に
わ
た
っ
て
発
展
し
た

蓄
積
が
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
日
本
の
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
時

間
が
経
て
ば
そ
こ
へ
進
ん
で
ゆ
く
可
能
性
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
田
舎
（
都
市
の

郊
外
も
そ
う
だ
が
）
に
住
む
と
、
そ
う
し
た
団
体
に
入
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う

誘
い
を
受
け
る
。
教
会
堂
で
の
日
曜
の
ミ
サ
の
後
な
ど
に
は
、
外
国
人
の
新
顔

を
相
手
に
し
た
勧
誘
を
見
か
け
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
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一
四

し
か
し
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
こ
う
い
う
組
織
が
動
い
て
い
る
こ
と
に
は
、

も
ち
ろ
ん
プ
ラ
ス
面
も
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。
こ
れ
を
う
る
さ
い
と

感
じ
る
人
や
、
息
詰
ま
る
よ
う
で
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
人
も
当
然
い
る
。
ち

な
み
に
先
に
日
本
の
識
者
が
、
日
本
で
は
《
同
窓
会
、
会
社
、
俳
句
の
会
、
文

壇
、
大
学
の
学
部
、
学
会
な
ど
》
ま
た
《
隣
近
所
や
、
年
賀
状
を
交
換
し
た
り
、

贈
答
を
行
う
人
の
関
係
》
を
挙
げ
て
、
欧
米
に
は
そ
う
し
た
し
が
ら
み
が
な
い

か
の
よ
う
な
論
説
を
繰
り
広
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
よ
う
な
人
間
関
係

の
密
度
の
高
さ
は
日
本
の
比
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
ク
ラ
ブ
・
組
合
は
定
款
を

掲
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
枠
付
け
ら
れ
た
集
団
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
規
約
が
明
示
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
か
そ
う
で
な
い
か
が
文
書
的
に
固

定
さ
れ
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
な
作
用
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
作
用
は
事
の
両
面
で
あ
る
。

ま
た
ド
イ
ツ
語
圏
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
は
、（
絶
対
的
で
は
な
い
が
）
階
層
の

違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
種
類
の
団
体
が
発
展
し

て
き
た
歴
史
を
背
景
に
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
と
も
か
く
、
ク
ラ

ブ
・
組
合
の
初
期
の
広
が
り
は
十
九
世
紀
前
半
で
あ
っ
た
。
自
由
主
義
と
国
家

統
一
を
旗
印
と
し
た
運
動
の
担
い
手
と
し
て
で
あ
り
、
体
操
と
歌
唱
が
二
つ
の

大
き
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
ま
た
言
論
の
自
由
を
も
と
め
る
出
版
・
新
聞
・
印

刷
も
か
か
わ
っ
た
。
そ
の
担
い
手
は
市
民
階
層
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
で
あ
り
、
ま

た
大
学
生
（
エ
リ
ー
ト
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
十
九
世
紀
後
半
が
進
む

と
共
に
、
社
会
主
義
思
想
に
よ
っ
て
進
展
し
た
労
働
運
動
の
一
部
と
し
て
労
働

者
も
ま
た
ク
ラ
ブ
・
組
合
を
結
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー

二
〇
〇
〇
﹇
河
野
・
訳
﹈
七
七
）。

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
政
治
的
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
な
か
っ
た
。
保
守
的
な

目
標
を
に
な
う
こ
と
に
強
く
傾
き
、
そ
の
意
味
で
は
市
民
的
な
勢
力
圏
の

拡
大
に
役
だ
っ
た
。
ま
た
十
九
世
紀
の
六
〇
年
代
か
ら
は
、
市
民
の
ク
ラ

ブ
組
織
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ク
ラ
ブ
組
織
や
連
合
組
織
と
競
合
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
者
は
ま
た
独
自
に
体
操
組
合
や
歌
唱
ク
ラ
ブ
や

教
養
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
そ
れ
ら
の
組
織
は
ま
た
社
会
主
義
の
諸
政
党
と

近
い
関
係
に
立
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
労
働
者
に
よ
る
ク
ラ
ブ
・
組
合
も
、

活
動
内
容
の
点
で
は
市
民
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
と
そ
う
違
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
似
通
っ
て
お
り
、
歌
謡
類
で
も
市
民
の
歌
唱
ク
ラ

ブ
と
同
じ
歌
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
独
自
の
ア
ク

セ
ン
ト
の
置
き
方
へ
の
動
き
も
見
受
け
ら
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

労
働
者
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
場
合
に
は
、
試
合
に
重
点
を
お
く
の
で
は
な

く
、皆
な
で
一
緒
に
身
体
を
動
か
す
形
態
が
前
面
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

労
働
者
の
歌
唱
ク
ラ
ブ
で
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
謡
類
に
加
え
て
、

自
由
を
歌
う
種
類
が
入
っ
て
き
た
。
労
働
者
の
教
養
ク
ラ
ブ
で
は
、
実
際

的
な
教
養
を
磨
く
た
め
の
練
習
に
加
え
て
、
合
理
主
義
的
な
世
界
像
を
教

え
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

一
五

突
き
放
し
て
見
る
な
ら
ば
、
上
・
中
流
市
民
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
と
労
働
者
の
そ

れ
と
が
競
合
し
て
発
展
し
た
。
ま
た
第
三
の
推
進
母
体
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会

も
加
わ
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
社
会
主
義
の
広
が
り
の
な
か
で
、
労
働
者
階
層
が

教
会
か
ら
離
れ
る
動
き
を
強
め
た
こ
と
へ
の
対
抗
措
置
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ス
の
小
説
『
猫
と
鼠
』（
一
九
六
一
年
）
の
な

か
に
、
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
（
グ
ダ
ニ
ス
ク
）
の
こ
と
と
し
て
、

こ
ん
な
一
節
が
あ
る
（
グ
ラ
ス
﹇
高
本
・
訳
﹈
一
九
七
七: 

一
六
）。

 

僕
た
ち
の
体
操
の
先
生
、マ
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
か
い
う
高
校
教
師
は
、シ
ュ

ラ
ー
ク
バ
ル
の
指
導
的
な
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
書
い
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
の
あ
い
だ
で
は
有
名
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
マ
ー
ル
ケ
に
、
体
育
の
時

間
中
、紐
の
つ
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

マ
ー
ル
ケ
の
首
に
ぶ
ら
さ
げ
た
お
守
り
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

は
文
句
を
つ
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
体
育
と
地
理
の
ほ
か
に
も

宗
教
も
教
え
て
い
て
、
戦
争
の
二
年
目
ま
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
者
体

操
協
会
の
残
っ
て
い
る
人
た
ち
を
鉄
棒
の
下
や
並
行
棒
へ
連
れ
て
行
く
こ

と
の
で
き
る
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。　

シ
ュ
ラ
ー
ク
バ
ル
（Schlagball

）
は
一
種
の
野
球
で
、
革
製
の
ボ
ー
ル
を
自

分
で
投
げ
上
げ
て
、
細
い
バ
ッ
ト
で
撃
ち
、
当
た
れ
ば
ば
出
塁
し
て
走
る
。
ま

た
鉄
棒
や
並
行
棒
な
ど
器
械
体
操
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヤ
ー
ン
が
基
礎
を
据
え

た
体
操
（T
urn

）
の
中
心
に
位
置
し
、
そ
の
た
め
今
日
で
は T

urn 

は
狭
義

で
は
器
械
体
操
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
ヤ
ー
ン
以
来
の
体
操

組
合
の
十
八
番
に
加
え
て
、
そ
こ
で
は
手
が
け
ら
れ
な
い
か
比
重
が
低
い
種
目

に
別
系
統
の
団
体
は
進
出
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
系
の
活
動
家
と
シ
ュ
ラ
ー

ク
バ
ル
と
い
う
組
み
合
わ
せ
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
ナ
チ
ス
が
擡
頭
す
る
と
、

同
じ
民
衆
層
を
め
ぐ
っ
て
社
会
主
義
勢
力
、
キ
リ
ス
ト
教
会
、
ナ
チ
ス
が
三
つ

巴
で
競
合
し
た
。
グ
ラ
ス
の
小
説
は
そ
れ
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
う
し
た
時
代
相
の
片
鱗
を
映
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
の
《
カ
ト
リ
ッ
ク
労

働
者
体
操
協
会
》
の
原
語
は ein katholischer A

rbeiter-T
urnverein 

で

あ
る
（Grass 1961,S.13

）。

と
も
あ
れ
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
政
治
的
な
傾
向
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
伝
統

で
も
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
二
〇
世
紀
が
進
む
と
共
に
ド
イ
ツ
近
代
化
の
一
翼

を
に
な
っ
た
ト
ゥ
ル
ン
（
体
操
）
と
イ
ギ
リ
ス
型
の
ス
ポ
ー
ツ
の
融
合
が
図
ら

れ
る
過
程
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
不
偏
不
党
も
一
方
の
原
則
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
区
分
は
政
治
的
な
立
場
だ
け
で
な
く
、経
済
的
な
余
裕
と
も
関
係
す
る（
バ

ウ
ジ
ン
ガ
ー
二
〇
〇
〇
﹇
河
野
・
訳
﹈ 

七
八
）。　

　

今
日
で
は
、
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
が
、
事
実
上
、
政
治
的
に
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
諸
々
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
自
己
主

張
に
さ
い
し
て
、
政
治
的
な
差
異
、
ま
た
と
り
わ
け
社
会
的
な
差
異
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
規
模
の
都
市
で
も
二
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六

つ
か
三
つ
の
歌
唱
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
あ
る
ク
ラ

ブ
に
は
土
地
の
名
士
や
学
者
や
商
人
が
あ
つ
ま
り
、
別
の
ク
ラ
ブ
に
は
や

や
下
積
み
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
労
働
者
が
あ
つ
ま
る
の
で
あ
る
。　

　

ク
ラ
ブ
の
目
的
も
社
会
的
な
区
分
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
〇

年
か
二
〇
年
前
ま
で
は
、
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ブ
は
排
他
性
が
強
か
っ
た
。
や

が
て
豊
か
さ
の
幅
が
広
が
り
、
ま
た
特
に
ボ
リ
ス
・
ベ
ッ
カ
ー
や
シ
ュ
テ

フ
ィ
・
グ
ラ
フ
の
活
躍
が
刺
激
と
な
っ
て
テ
ニ
ス
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

ブ
ー
ム
と
な
り
、
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
に
占
め
る
テ
ニ
ス
関
係
の

数
の
増
加
と
テ
ニ
ス
に
特
化
し
た
ク
ラ
ブ
の
非
常
な
増
大
に
つ
な
が
っ

た
。
今
日
で
は
、
中
規
模
の
村
で
も
、
野
外
の
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
が
あ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
屋
内
テ
ニ
ス
・
ホ
ー
ル
す
ら
珍
し
く

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、《
今
は
、
皆
が
テ
ニ
ス
を
す
る
》
と
も

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
や
は
り
誇
張
の
面
が
あ
る
。
た
し
か
に
裾
野
が
著
し

く
広
が
り
は
し
た
が
、
依
然
、
テ
ニ
ス
は
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
少
数
者

の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
性
格
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
大
き
な
社
会
的
な
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
、
ク
ラ
ブ
・
組
合

は
、選
挙
に
お
け
る
集
票
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー

は
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
四
〇
周
年
記
念
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー

大
会
で
の
講
演
の
な
か
で
、次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー

二
〇
〇
六a

： 

二
二）

8
（

）。

小
都
市
、
と
り
わ
け
村
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ・ク
ラ
ブ
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
な
お
少
な
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
イ
エ
ル
ン
で
の
選
挙
の

敗
北
後
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
社
会
民
主
党
）
は
ス
ポ
ー
ツ
組
合
に
つ
い
て
も
洗
い

直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
る
と
、
選
挙
の
敗
北
は
当
然
の

結
果
で
し
た
。
彼
ら
が
知
っ
た
の
は
、
四
二
〇
人
を
数
え
る
ク
ラ
ブ
・
組

合
の
会
長
の
う
ち
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
党
員
は
二
七
人
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
現
実
で

し
た
。
少
な
く
と
も
小
村
で
は
、
ク
ラ
ブ・
組
合
は
村
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

歴
史
を
た
ど
る
と
、
も
と
も
と
ク
ラ
ブ
・
組
合
は
特
定
の
主
義
や
政
治
的
主
張

を
も
っ
た
団
体
と
し
て
始
ま
っ
た
面
が
あ
る
。
補
足
す
る
と
、
ク
ラ
ブ
・
組
合

は
保
守
的
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
話
題
に
な
る
。
こ
れ
は
保
守
党
の
性
格
に
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
や
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
支
持
団

体
と
い
う
意
味
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
社
会
民
主
党
の
支
持
単
位
で
あ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
現
行
の
体
制
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
広
義
で
の
保
守
性
が
ク
ラ
ブ
・
組
合
を
安
定
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。

（
八
）
ク
ラ
ブ
・
組
合
と
行
政  

そ
れ
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
要
素
と
は
言
え
な
い
。特
に
地
方
行
政
で
は
、

市
長
や
村
長
は
一
〇
団
体
以
上
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
市
議

会
議
員
や
村
議
会
議
員
は
五
な
い
し
は
六
団
体
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
団
体

数
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
）。
そ
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

一
七

の
た
め
行
政
と
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
間
に
人
的
な
重
な
り
が
あ
り
、
こ
れ
が
一
種

の
潤
滑
油
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

他
方
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
な

い
。
そ
う
し
た
団
体
か
ら
候
補
者
が
出
て
県
知
事
や
市
村
長
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
一
般
の
傾
向
と
し
て
は
、
行
政
の
ト
ッ
プ
や
幹
部
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は

警
戒
心
が
は
た
ら
い
て
身
構
え
て
し
ま
う
。
相
互
の
関
係
が
社
会
的
に
定
着
し

て
い
ず
、
お
そ
ら
く
目
下
は
手
探
り
状
態
な
の
で
あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
、
役
所
は
概
し
て
官
僚
主
義
で
、
ま
た
役
所
の
な
か

で
も
部
局
の
間
に
は
高
い
壁
が
あ
る
。
一
人
一
人
の
専
門
家
意
識
が
強
い
ド
イ

ツ
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
よ
り
い
っ
そ
う
補
完
的
な
何
か
が
必

要
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
の
地
方
行
政
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
厚

い
網
の
目
と
行
政
と
の
あ
い
だ
の
人
的
な
重
な
り
が
、
相
互
の
基
本
的
な
了
解

に
寄
与
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
そ
の
バ
ラ
ン
ス
と
調
整
は
課
題
を
ふ
く
ん
で
い

る
。筆

者
の
知
見
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
観
光
の
分
野
で
若
干
の
経
験
を

も
っ
た
（
河
野
二
〇
一
七
）。
先
に
挙
げ
た
Ｄ
Ｚ
Ｔ
（
ド
イ
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

セ
ン
タ
ー
）
に
は
約
一
五
〇
種
類
の
観
光
街
道
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

で
は
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
が
）、
観
光
地
は
単
一
の
ス

ポ
ッ
ト
で
は
な
く
、街
道
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。そ
れ
に
よ
っ

て
一
か
所
で
は
成
り
立
た
な
い
観
光
地
や
分
散
し
た
観
光
資
源
が
一
つ
の
脈
絡

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
は

そ
の
比
較
的
早
い
事
例
で
、
戦
後
の
占
領
軍
で
引
き
続
き
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
駐
留
軍
と

し
て
金
銭
的
に
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
・
軍
属
や
ツ
ー
リ
ス
ト
に
分
か
り
や

す
い
こ
と
を
骨
子
に
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
整
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。「
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
」
と
い
う
大
味
な
名
称
も
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
（
河
野

二
〇
一
四
）。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
観
光
街
道
と
な
る
と
多
く
の
自
治
体
を
ま

た
ぐ
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
新
し
い
観
光
街
道
が
絶
え
ず
企
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
る
前
に
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
い
、
表
面
に
は
現
れ

な
い
。
そ
う
し
た
動
き
の
シ
ス
テ
ム
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
の

で
あ
る
。
す
る
と
発
案
と
推
進
の
中
心
は
、
や
は
り
市
民
の
自
主
的
な
動
き
で

あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
・
組
合
に
ま
で
行
か
な
い
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
計
画
し
た
街
道
沿
い
の
グ
ル
ー
プ
と
連
絡
を
と
っ

て
案
を
練
り
上
げ
て
ゆ
く
。
民
間
グ
ル
ー
プ
間
の
折
衝
が
め
ず
ら
し
く
な
く
、

そ
れ
が
交
渉
の
一
つ
の
類
型
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
う
し
た
動
き
の
途

中
で
は
じ
め
て
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
し
て
目
的
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

れ
ま
た
単
一
の
広
域
的
な
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
各
地
域
の
ク
ラ

ブ
・
組
合
の
共
同
の
推
進
の
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
過
程
で
は
核
に
な
る

施
設
（
た
と
え
ば
博
物
館
）
も
必
要
で
、そ
の
一
室
に
推
進
本
部
が
お
か
れ
る
。

そ
し
て
脈
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
段
階
で
行
政
が
か
か
わ
っ
て
く
る
。
そ

の
と
き
も
人
的
な
重
な
り
が
一
定
の
意
味
を
も
つ
。
そ
う
し
た
成
否
を
篩
に
か

け
る
よ
う
な
前
段
階
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
、
行
政
が
か
か
わ
る
ま
で
に
な
っ

た
案
件
で
は
失
敗
が
か
な
り
避
け
ら
れ
る
。
役
所
が
耳
を
か
さ
な
い
と
い
う
不
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一
八

満
も
多
い
が
、
あ
る
程
度
の
割
合
で
そ
う
し
た
連
繫
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
機

能
し
て
い
る
の
が
ド
イ
ツ
社
会
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
九 
）
学
校
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
と
し
て
の
ク

ラ
ブ
・
組
合　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
（
ク
ラ
ブ
・
組
合
）
と
い
う
組
織
が
社
会

的
に
確
固
た
る
存
在
で
あ
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
は
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の

補
完
に
あ
る
。
補
完
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
学
校
児
童
の
体
育
で
は
ク
ラ
ブ
・

組
合
の
方
が
主
体
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
学
校
を
見
る
と
、街
中
の
建
物
だ
け
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
た
な
い
こ
と
が
多
い
。
必
要
な
場
合
は
、
市
町
村
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
使
う
。
大
学
で
も
体
育
の
授
業
は
通
常
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

を
埋
め
て
余
り
あ
る
の
が
地
域
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
で
、
そ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
大
国

ド
イ
ツ
の
土
台
を
作
っ
て
い
る
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
先
の
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
か
ら
も
見
え
て
く
る
。

日
本
で
も
よ
く
耳
に
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
は
一
部
か
ら
三
部
ま

で
で
あ
る
。
そ
の
下
に
セ
ミ
プ
ロ
リ
ー
グ
と
し
て
、
四
部
か
ら
一
〇
部
ま
で
が

あ
る
。
つ
ま
り
全
国
規
模
で
は
な
く
《
レ
ギ
オ
ナ
ル
リ
ー
グ
（
地
方
）
リ
ー
グ
、

オ
ー
バ
ー
（
ほ
ぼ
州
の
範
囲
）
リ
ー
グ
、ク
ラ
イ
ス
（
郡
）
リ
ー
グ
で
あ
り
、《
さ

ら
に
若
者
や
学
校
の
生
徒
の
チ
ー
ム
だ
け
で
も
Ａ
1
か
ら
Ｆ
3
に
わ
た
る
》。

そ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
志
望
者
が
成
長
と
共
に
た
ど
る
道
筋
で
も
あ
る
。
し

た
が
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
実
習
で
は
学
校
は
関
係
が
な
く
、
教
員
に
よ
る
放
課
後

の
部
活
指
導
も
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
の
入
門
書
を
見
て
も
、《
学
校
の
教
師
は
年

齢
的
に
も
技
術
的
に
も
実
技
指
導
に
は
向
か
な
い
》
と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
、

ま
た
教
育
学
で
は
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
時
間
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
に
な
る
。
少

な
く
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
際
は
地
域
が
単
位
な
の
で
あ
る
。
と
共
に
、
学
校

の
生
徒
が
練
習
を
す
る
地
域
の
施
設
の
建
設
や
維
持
に
は
公
的
な
資
金
が
も
ち

い
ら
れ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
学
校
教
師
が
放
課
後
の
激
務
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
い
。
生
徒
が
そ
の
選
択
し
て
通
う
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

の
種
目
に
お
い
て
、
多
く
の
指
導
者
（
た
い
て
い
は
Ｏ
Ｇ
／
Ｏ
Ｂ
）
と
接
し
、

ま
た
年
齢
も
グ
レ
イ
ド
も
異
な
る
生
徒
が
同
じ
練
習
施
設
で
時
間
を
過
ご
す
。

日
本
の
よ
う
な
、
ひ
と
り
の
指
導
員
（
学
校
教
師
）
と
同
年
齢
の
多
数
の
生
徒

と
い
う
構
図
に
較
べ
る
と
、
指
導
員
に
も
生
徒
に
も
幅
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
側

か
ら
も
複
眼
的
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
そ
の
複
雑
な
構
成
に
お
い
て
、
す

で
に
社
会
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
ド
イ
ツ
の
子
供
は
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
の
な
か
で
社
会
人
に
な
っ
て
ゆ
く
》
と
言
わ
れ
る
。

他
方
、
日
本
の
場
合
は
学
校
教
育
の
整
備
の
過
程
で
、
体
育
実
習
が
教
育
課

程
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
も
ド
イ
ツ
も
そ
う
で
は
な
か
っ

た
の
で
、日
本
の
実
情
は
そ
れ
以
外
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
当
初
は
軽
微
で
あ
っ
た
放
課
後
の
部
活
の
比
重
が
高
ま
る

な
か
で
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
学
校
児
童
の
行
動
は
、
家
庭
と
学
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校
と
い
う
二
極
で
日
本
中
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
現
在
と
な
れ
ば
、
ド

イ
ツ
の
よ
う
な
家
庭
・
学
校
・
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
い
う
三
極
の
仕
組
み
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

学
校
教
育
へ
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
そ
う
し
た
関
わ
り
方
は
、
か
な
り
古
い
歴

史
を
も
っ
て
い
る
。
近
代
国
家
と
し
て
の
学
校
教
育
の
制
度
が
整
う
前
か
ら
体

操
組
合
が
す
で
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
十
九
世
紀
の
後
半

を
通
じ
て
初
等
・
中
等
教
育
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
き
、
体
育
は
そ
こ
に
委

ね
ら
れ
る
か
、
そ
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
学
校
だ
け
で
な

く
、
軍
隊
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
徴
兵
で
入
隊
し
た
新
兵
は
、
地
域
の
体
操
組
合

の
指
導
者
の
監
督
の
下
に
基
礎
訓
練
を
受
け
た
。
体
育
に
つ
い
て
合
理
的
・
科

学
的
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
民
間
の
体
操
組
合
と
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
国
防
へ
の
貢
献
も
あ
っ
て
、
体

操
組
合
の
社
会
的
な
地
位
は
堅
固
で
あ
っ
た
。
と
共
に
、
そ
れ
は
体
操
組
合
の

全
国
的
な
連
合
体
や
広
域
的
な
団
体
の
ト
ッ
プ
に
は
、
名
目
的
で
は
あ
れ
、
帝

室
の
一
員
が
就
任
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
へ
進
ん
で
行
っ
た
。
軍
隊
の
入
営
者
が

実
家
に
出
し
た
絵
葉
書
で
も
、《
体
操
の
父
》
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヤ
ー
ン
と
、

総
裁
の
〇
〇
殿
下
と
、
そ
の
地
域
の
体
操
運
動
の
草
分
け
と
さ
れ
る
人
物
の
三

人
が
一
組
の
写
真
に
な
っ
て
い
る
（
河
野
二
〇
一
四:

口
絵
）。
な
お
こ
れ
は

極
く
概
括
的
な
説
明
で
あ
る
が
、
各
地
域
の
経
緯
や
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
エ
ト
ム
ン
ト
・
ノ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
の
『
ド
イ
ツ
近
代
体

育
史
』
四
巻
と
補
巻
に
あ
た
る
数
著
に
よ
っ
て
か
な
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
る）

9
（

（N
euendorff

）。
と
う
て
い
通
読
が
適
わ
な
い
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
、

必
要
に
応
じ
て
個
別
的
に
調
べ
る
に
は
便
利
で
あ
る
。
こ
の
ノ
イ
エ
ン
ド
ル
フ

の
大
著
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
全
土
の
体
操
組
合
の
記
念
誌
類
で
、
お

そ
ら
く
千
種
類
を
超
え
る
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

な
お
言
い
添
え
れ
ば
、
体
操
組
合
は
社
会
的
な
重
み
か
ら
ナ
チ
ス
が
翼
賛
を

も
と
め
、
組
織
と
し
て
は
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
が
、
指
導
者
の
な
か
に
は
硬
骨

漢
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ノ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
（
一
八
七
五
―
一
九
六
一
）
は
体

操
運
動
組
織
の
有
力
者
と
し
て
ナ
チ
ス
に
応
じ
な
が
ら
も
、
そ
の
姿
勢
を
咎
め

ら
れ
て
、
ナ
チ
ス
の
国
家
ス
ポ
ー
ツ
指
揮
官
に
よ
っ
て
ボ
ン
大
学
講
師
の
職
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
公
職
を
解
任
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
を
機
に
聖
職
の
勉
学
を

始
め
、
高
齢
で
牧
師
と
な
っ
た
（
河
野
二
〇
一
四:

五
六
八
以
下
）。

（
十
）
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
マ
イ
ナ
ス
面  　

ク
ラ
ブ
・
組
合
は
そ
の
意
義
が
説
か
れ
る
一
方
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
よ
く
話
題

に
な
っ
て
き
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
そ
こ
に
没
入
し
て
逆
に
社
会
性
に
問
題
を

き
た
す
人
間
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。《
組
合
人
間
》
と
も
訳
せ
る 

V
ereinsm

eier 

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
の
説
明
を
引
い
て

お
く
（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
二
〇
〇
〇
）。

『
報
知
週
覧
』
と
い
う
保
守
的
で
諧
謔
的
な
雑
誌
が
あ
る
が
、
そ
の
十
九

世
紀
末
の
あ
る
号
に
、「
組
合
人
間
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
カ
リ
カ
チ
ュ

一
九
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二
〇

ア
が
載
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
髭
を
生
や
し
燕
尾
服

を
り
ゅ
う
と
着
こ
ん
だ
男
性
だ
が
、
ど
こ
か
専
門
馬
鹿
の
風
情
を
た
だ
よ

わ
せ
て
い
る
。
そ
の
人
物
が
、
別
の
紳
士
に
こ
う
語
り
か
け
る
。

　
　

 《
一
言
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す
が
、
御
覧
の
通
り
、
い
さ
さ
か
弱
っ
て

お
り
ま
し
て
ね
。
ス
ピ
ー
チ
を
た
の
ま
れ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て

よ
い
の
や
ら
、
か
い
も
く
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
だ
と
、
吾
輩

ら
は
立
派
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
集
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
気
の

知
れ
た
呑
気
な
仲
間
ど
う
し
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
重
箱
の
隅
を

突
っ
つ
く
組
合
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ね
。》

こ
こ
で
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
つ
も
群
れ
て
い
る
会
員
中
毒

症
の
熱
を
お
び
た
自
己
満
足
の
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、ク
ル
ト・ト
ゥ

ホ
ル
ス
キ
ー
の
詩
「
メ
ン
バ
ー
」
を
想
い
お
こ
さ
せ
る
。
自
分
の
組
合
の
な

か
で
い
つ
も
群
れ
て
生
き
生
き
と
ふ
る
ま
い
、
最
後
は
自
分
が
集
っ
て
い
た

組
合
が
と
り
し
き
る
葬
式
に
ま
で
い
た
る
人
物
。
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
批
判

を
受
け
る
の
は
、
組
合
の
幹
部
や
嬉
々
と
し
て
挨
拶
に
熱
弁
を
ふ
る
う
人

物
の
高
揚
し
た
使
命
感
と
ゆ
が
ん
だ
パ
ト
ス
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
さ
さ
や

か
な
組
合
エ
リ
ー
ト
の
大
層
な
形
式
主
義
、
あ
る
い
は
幹
部
へ
の
再
任
・

重
任
・
会
員
バ
ッ
ジ
・
名
誉
会
員
へ
の
推
戴
な
ど
を
盛
り
こ
ん
だ
虚
栄
の

お
祭
り
。
こ
う
し
て
挙
げ
る
数
々
の
特
徴
は
決
し
て
空
想
の
産
物
で
は
な

い
。
し
か
し
ち
ょ
っ
と
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
も
い
る
。
つ
ま
り
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
リ
ア
ル
な
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
そ
の
も
の
で
も
な
い
。

ク
ラ
ブ
・
組
合
は
、
子
供
に
と
っ
て
は
一
般
的
に
《
社
会
人
に
な
っ
て
ゆ
く
場

所
》
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
そ
こ
に
埋
没
す
る
自
閉
症
的
な
人
間
の
根
城
に

な
り
か
ね
な
い
面
も
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
団
体
が
一
般
的
に
も
つ
両
面

で
も
あ
る
。

（
一
一
）
ク
ラ
ブ
・
組
合
形
成
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

　
　

―
『
新
し
い
移
住
団
地
』
か
ら

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
は
、
当
然
な
が
ら
、
人
間
集
団
や
地
域
社
会
に
関
心
を
む
け

る
学
問
分
野
の
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
こ
こ
で
は
特
に

ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
牽
引
し
て
き
た
調
査
研
究
と
考
察
を
中
心
に
見

て
い
る
。
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
は
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
ド
イ
ツ
民
俗
学
界
に
新
た

な
方
法
的
視
点
を
も
っ
て
登
場
し
た
が
、
そ
の
出
発
点
の
一
つ
は
地
域
の
実
態

調
査
で
あ
っ
た
。
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
助
手
の
と
き
に
学
生
・
大
学
院
生

を
含
む
調
査
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
二
人
の
後
輩
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ

ヴ
ェ
ー
ト
と
マ
ル
ク
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
共
に
ま
と
め
た
『
新
し
い
移
住
団
地　

―　

民
俗
学
・
社
会
学
調
査
』（
一
九
五
九
）
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
（
バ
ウ

ジ
ン
ガ
ー
一
九
五
九
﹇
一
九
六
二
﹈）。
こ
れ
は
、
東
欧
各
地
に
住
ん
で
い
た
ド

イ
ツ
系
住
民
が
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
各
国
政
府
か
ら
強
制
的
に
退
去
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

一
般
に
調
査
結
果
は
、
調
査
者
の
視
点
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
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二
一

こ
こ
で
は
そ
れ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
成
果
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
引
揚
民
と
い

う
対
象
者
の
特
性
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
調
査
を
進
め
た
結
果
、
そ
こ
で
見
え

て
き
た
の
は
、
新
し
く
集
団
が
形
成
さ
れ
る
と
き
の
初
期
の
様
相
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
町
が
で
き
て
い
っ
た
た
め
、
見
よ

う
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
が
集
住
を
つ
く
る
と
き
に
は
何
が
ど
の
よ
う
に
起
き

る
か
と
い
う
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
は
、
そ
の
調
査
を
通

じ
て
、
現
代
社
会
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
の
民
俗
学
の
改
革

に
あ
た
っ
て
多
方
面
に
わ
た
る
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
二
か
所
二
四
団
地
の
調
査
と
そ
の
集
計
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
重
要
項
目
の

一
つ
が
《
団
体
形
成
》
で
、
特
に
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
形
成
に
は
注
意
が
は
ら
わ

れ
た
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
域
に
建
設
さ
れ
た
数
か
所
の
移
住
団
地
か
ら

一
例
に
限
っ
て
団
体
形
成
の
部
分
を
抜
き
出
す
。

（
事
例
）
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト 

ー 

ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク
移
住
団
地　
　

引
揚
民
の
受
け
入
れ
が
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
団
地

な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
住
宅
不
足
や
、
西
ド
イ
ツ
国
内
か
ら
の
移
住
者
を
も
併

せ
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
大
き
な
団
地
で
あ
る
。
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
は
団
地

の
発
足
か
ら
一
〇
年
足
ら
ず
の
時
期
で
、
そ
の
時
点
で
の
引
揚
民
の
比
率
は
約

半
数
で
あ
っ
た
。
次
の
抜
粋
は
、
団
地
の
概
観
と
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
関
す
る

部
分
で
あ
る
。

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
域
ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク
の
移
住
団
地
の
住
民
は

一
七
〇
〇
〇
人
で
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
も
の
を
団
地
と
呼
ぶ
の
は
難
し
い

か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
新
し
い
移
住
団
地
の
な

か
で
は
、
こ
こ
が
最
大
規
模
で
あ
る
。
そ
の
計
画
と
建
設
は
、
住
宅
不
足

が
最
も
深
刻
化
し
て
い
た
時
期
ま
で
遡
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
ー

ツ
ッ
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
収
容
所
は
難
民
収
容
所
と
し
て
は
最
大
級
の
施
設

で
、
そ
こ
に
は
何
千
人
も
の
人
々
が
急
ご
し
ら
え
の
バ
ラ
ッ
ク
に
暮
ら
し

て
い
た
。
大
半
は
、
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ナ
ウ
河
地
方
か
ら
逃
れ
て
き

た
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
民
で
住

宅
を
も
た
な
い
人
々
が
大
勢
入
っ
て
お
り
、
ま
た
北
ド
イ
ツ
か
ら
新
た
に

流
入
し
た
人
々
も
混
じ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
出
自
的
に
は
、
東

部
地
区
か
ら
の
避
難
民
と
、
工
業
化
の
遅
れ
た
地
域
か
ら
職
を
も
と
め
て

や
っ
て
来
た
人
々
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
市
は
、
旧
来
の
住
宅
地
域
か
ら
離
れ
た
場
所
に
新
し
く
独
自
の
中

心
地
を
も
っ
た
住
宅
空
間
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。・
・
・
・

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
ツ
ッ
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
東
方
、
シ
ュ
ナ
レ
ン

ベ
ル
ク
の
北
西
麓
が
適
地
と
し
て
選
ば
れ
た
。
そ
こ
は
軍
の
演
習
場
に
す

る
計
画
か
ら
、
一
九
三
六
年
に
国
有
地
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
五
年
以

後
、
そ
こ
を
住
宅
用
地
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ

る
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
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二
二

　

こ
の
種
類
の
大
き
な
住
宅
地
域
や
衛
星
都
市
の
計
画
作
り
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
後
な
ら
基
本
的
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
が
決
定
要
因
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
は
ま
だ
そ
う
し
た
考
え
方
は
な
か
っ
た
。
建

物
も
、
中
枢
機
能
を
に
な
う
施
設
の
数
も
な
お
増
加
の
途
上
に
あ
る
。
す

で
に
存
在
す
る
の
は
、
次
の
諸
施
設
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
堂

と
牧
師
館
な
ら
び
に
教
区
セ
ン
タ
ー
一
か
所
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
堂
一
か

所
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
系
の
幼
稚
園
そ
れ
ぞ

れ
一
か
所
、
小
学
校
三
校
、
中
学
校
一
校
、
ギ
ュ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
一
校
（
た

だ
し
校
区
は
ツ
ッ
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
全
域
を
含
む
）、
家
政
女
子
学
校
一

校
、
郵
便
局
一
か
所
、
遊
園
地
数
か
所
。

　

住
民
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
デ
ー
タ
は
見
当
た
ら
な
い
。
し

か
し
一
九
五
五
年
四
月
に
ジ
ル
ヒ
ァ
ー
校
に
お
い
て
、
同
校
の
生
徒
を
対

象
に
行
な
わ
れ
た
統
計
が
あ
る
。
そ
の
数
値
は
、
住
民
全
体
に
適
用
し
て

も
、
か
な
り
実
態
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。﹇
住
民
構
成
の
比
率
表
を
省
略
﹈

　

故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
や
避
難
民
の
比
率
は
、
こ
の
時
点
ま
で
に
ほ
ぼ

五
〇
％
ま
で
に
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
自
体
が
典
型
的
な
推
移
と
言
っ

て
よ
い
。
ま
た
西
ド
イ
ツ
出
身
者
の
約
半
数
は
地
元
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
の
人
た
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
他
の
地
域
か
ら

の
移
住
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
出
身
者
の
割
合

が
移
住
団
地
の
生
活
を
大
き
く
決
定
づ
け
て
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

特
に
青
少
年
の
あ
い
だ
で
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
口
語
に
近
い
か

た
ち
で
口
語
の
平
準
化
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
た
ち

の
他
、
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
た
ち
も
、
こ
の
移
住
団
地
の
色
合

い
を
つ
く
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
学
校
の
う
ち
一
校
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
の
有
名
な
作
曲
家
ジ
ル
ヒ
ァ
ー
の
名
前
を
冠
し
、
他
の
一
校
は
や
は

り
有
名
な
《
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
》
レ
ー
ナ
ウ
を
称
し
て
い
る
。

　

ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
の
団
結
の
強
さ
は
同
じ
出
自
に
よ
る
だ

け
で
な
く
、
収
容
所
生
活
の
と
い
う
同
じ
運
命
を
も
っ
た
こ
と
に
も
根
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
結
び
つ
き
が
如
何
に
強
力
で
あ
る
か
は
、
ド
ナ
ウ
・

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
特
有
の
日
曜
園
藝
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ト

ヴ
ェ
ー
ク
で
も
、
シ
ュ
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ー
ゼ
時
代
の
園
藝
地
の
様
子
を
か
た

く
な
に
ま
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。シ
ュ
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ー
ゼ
収
容
所
で
は
、

移
住
団
地
の
仲
間
組
織
「
新
し
い
ふ
る
さ
と
」
を
つ
く
り
、
部
分
的
に
は

手
作
り
で
こ
の
移
住
団
地
の
形
成
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
仲
間
組
織

は
今
日
な
お
存
続
し
て
意
義
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
組
合
ロ
ー
ト
一
九
四
五
」（Sportverein Rot 1945

）
の

前
身
は
、「
一
﹇
号
﹈
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
バ
チ
ュ
カ
一
九
四
五
」

（1.FCBatschka1945

）
で
あ
る
。
こ
の
「
バ
チ
ュ
カ
・
ク
ラ
ブ
」
は
、シ
ュ

ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ー
ゼ
で
そ
れ
が
果
た
し
て
い
た
役
割
を
、
ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク

で
も
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ー
ト

ヴ
ェ
ー
ク
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
で
き
た
の
は
、
よ
く
や
く
一
九
五
八
年
末

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
四
〇
〇
人
を
超
す
が
、
会
長
の
話
で
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

二
三

は
、
出
身
地
の
内
訳
は
、
八
〇
％
強
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
一
五
％
が

か
つ
て
の
東
部
地
域
で
、
ド
イ
ツ
国
内
は
僅
か
五
％
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ

ブ
の
ふ
る
さ
と
意
識
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
が
一
九
五
五
年
に
一
〇
周
年

を
盛
大
に
祝
っ
た
こ
と
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
シ
ュ
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ー
ゼ
で
結
成
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
・

ド
ナ
ウ
人
の
同
郷
人
団
体
も
新
し
い
移
住
団
地
で
集
ま
り
を
維
持
し
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
組
合
の
名
称
変
更
は
象
徴
的
か
も
知
れ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

組
合
は
、
団
地
全
体
の
代
表
の
性
格
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
他
、
教
会
生
活
も
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
に
活
気
を
あ

た
え
て
い
る
。
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
男
性
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の

教
区
に
見
ら
れ
る
よ
り
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　

同
郷
人
団
体
的
な
視
点
は
、
古
い
集
団
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
意

識
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
あ
き
ら
に
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
家
庭

や
近
隣
の
互
助
活
動
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
方
面
で
の
女
性
た
ち
の
親

交
は
、
し
ば
し
ば
、
同
じ
学
校
や
遊
園
地
に
通
う
子
供
た
ち
を
超
え
る
ほ

ど
で
あ
る
。「
東
部
出
身
ド
イ
ツ
青
少
年
グ
ル
ー
プ
」（D

eutsche 

Jugend des O
stens

＝D
JO

）と
い
う
若
者
の
集
ま
り
に
は
、地
元
ヴ
ュ

ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
人
々
も
か
な
り
入
っ
て
い
る
。

﹇
訳
注
﹈

★ 

ジ
ル
ヒ
ァ
ー
（Fridrich Silcher 1789-1860

）
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
地
方
の

一
角
レ
ム
ス
＝
ム
ル
郡
の
今
日
の
ヴ
ァ
イ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
域
シ
ュ
ナ
イ
ト

（Schnait / W
einstadt

）
に
生
ま
れ
、テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
没
し
た
作
曲
家
。

「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
で
知
ら
れ
る
。  

　
　
　

★
★ 

レ
ー
ナ
ウ
（N

ikolaus Lenau 1802-50

）
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
時
代
に
そ
の
版

図
で
あ
っ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
西
辺
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
没
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
詩
人
。
永
く
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
住
み
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
詩

派
に
数
え
ら
れ
る
。

幾
つ
か
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
団
地
の
形
成
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な

結
集
が
で
き
て
い
っ
た
が
、
最
も
早
く
つ
く
ら
れ
、
ま
た
安
定
し
た
集
団
は
教

会
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
児
童
が
学
校
へ
通
う
こ
と
に
因
ん
で
父
母
や
保
護

者
が
つ
く
る
集
ま
り
も
あ
る
。
そ
れ
に
重
な
っ
て
こ
の
団
地
の
場
合
は
、
引
揚

民
が
そ
れ
に
見
合
っ
た
結
集
を
み
せ
た
。
核
に
な
っ
た
の
は
避
難
民
の
収
容
所

時
代
の
団
結
で
、そ
れ
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
ス
ポ
ー
ツ
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
。

か
つ
て
の
ふ
る
さ
と
を
名
称
に
冠
し
た
「
一
﹇
号
﹈
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・

バ
チ
ュ
カ
一
九
四
五
」（1.FCBatschka1945

）
で
あ
る
。
こ
の
名
称
は
幾
つ

か
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。Batschka

は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
﹇
今
日
で

は
セ
ル
ヴ
ィ
ア
﹈
のBa

ka

で
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
北
西
、
ド
ナ
ウ
河
と
チ

サ
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
追
わ
れ
た
元
の
故
郷
へ
の
追
憶

を
結
集
核
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
共
に
、
い
か
に
も
本
格
的
な
ス
ポ
ー

ツ
組
合
の
名
称
を
掲
げ
て
い
る
の
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
年
号
は
設
立
年
で
、
先

に
挙
げ
た
「
Ｓ
Ｖ
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
・
ブ
レ
ー
メ
ン
一
八
九
九
」
や
「
Ｆ
Ｃ
シ
ャ
ル

ケ
〇
四
（
＝
一
九
〇
四
）」
と
い
っ
た
歴
史
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
組
合
に
見
ら
れ

る
の
と
同
工
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
ず
っ
と
若
く
、
し
か
も
追
憶
的
な
収
容

所
時
代
の
年
次
で
あ
る
。
と
共
に
《
一
Ｆ
Ｃ
》
を
も
付
け
て
い
る
。「
一
Ｆ
Ｃ
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二
四

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
（1.FC K

aiserslautern e.V
.

）
や
「
一
Ｆ
Ｃ
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
」（1.FC N

ürnberg

）
等
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
の
チ
ー
ム
で
も
見

か
け
る
こ
の
頭
の
数
字
は
、
本
拠
地
の
市
町
村
に
お
い
て
最
初
に
つ
く
ら
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
最
初
の
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
し

た
が
っ
て
二
や
三
を
冠
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
）。
こ
の
場
合
は
「
ロ
ー

ト
ヴ
ェ
ー
ク
移
住
団
地
」
に
お
け
る
第
一
号
の
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
の
表
示
で

あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
立
脚
す
る
場
所
は
ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク
団
地
全
体
で
あ
る

こ
と
が
当
初
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
こ
の
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
は
今
も
続
い
て
お
り
、
社
団
法
人
《Sportverein Rot 1945 e.V

. 

略

称 SV
 Rot

》
と
し
て
セ
ミ
プ
ロ
に
あ
た
る
ク
ラ
イ
ス
（
郡
）
リ
ー
グ
（
フ
ェ

ア
バ
ン
ト
・
リ
ー
グ
と
も
言
う
＝
頂
点
の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
一
部
か
ら
数
え
る

と
ほ
ぼ
九
部
に
あ
た
る
）
に
在
籍
し
て
い
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
・
リ
ー
グ
や
学
校

生
徒
の
部
門
ま
で
を
併
せ
る
と
十
五
部
な
い
し
は
十
六
部
に
な
る
な
か
で
は
中

堅
下
位
で
あ
ろ
う
が
、
健
闘
し
て
い
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
間
、
何
度

か
経
営
危
機
に
よ
っ
て
近
隣
の
ス
ポ
ー
ツ
組
合
と
の
合
併
も
検
討
さ
れ
た
が
、

そ
れ
を
乗
り
切
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
知
名
度
の
あ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
在
籍

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
出
自
的
に
団
地
創
建
当
時
の
引
揚
民
の
関
係
者
で
は
な

い
選
手
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
か
な
り
引
揚
民
色
の
強
い
ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ク
移

住
団
地
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、一
般
の
住
宅
団
地
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
な
っ

て
ゆ
く
徴
候
を
、
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
た
ち
の
調
査
は
一
九
五
〇
年
代
末
に
す
で
に

つ
か
ま
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
一
二 

）
保
守
化
す
る
ク
ラ
ブ
・
組
合
を
め
ぐ
る
攻
防

か
ら　

　
　

フ
ェ
ル
ア
イ
ン
（
ク
ラ
ブ
・
組
合
）
と
い
う
ド
イ
ツ
社
会
を
分
厚
く
覆
う
結

集
形
態
に
つ
い
て
日
常
研
究
の
観
点
か
ら
メ
ス
を
入
れ
た
代
表
者
が
バ
ウ
ジ
ン

ガ
ー
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
一
九
九
五

年
七
月
に
ド
イ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
（D

SB

）
の
ワ
ー
キ
ン
グ
週
間
に
お
こ
な

わ
れ
た
「
組
合
ス
ポ
ー
ツ
は
過
去
の
も
の
？
」
と
い
う
講
演
が
あ
る
。
同
年
中

に
連
盟
が
編
集
し
た
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
六
年
の
『
ス
ポ
ー
ツ

文
化
論
』
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
保
守
化
と
そ
れ
に

対
す
る
若
者
た
ち
の
反
抗
を
分
析
し
た
一
節
が
あ
る
（
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー

二
〇
〇
六: 

四
九
―
五
一
）。
な
お
そ
の
部
分
は
、
鋭
敏
な
社
会
批
判
家
で
、

バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
親
し
か
っ
た
ハ
ン
ヨ
ー
ス
ト
・
リ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ル
ト
（
当
時

は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
講
師
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告
が
材
料
に
な
っ
て

い
る）

10
（

。今
日
で
は
、
組
合
は
、
伝
統
的
な
価
値
を
代
弁
し
、
伝
統
的
な
活
動
を
容

易
に
可
能
に
す
る
組
織
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。・
・
・
・
そ
の
た
め
、

組
合
は
世
代
対
立
へ
も
延
び
て
い
っ
た
。
む
し
ろ
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
い

う
言
い
方
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
も
し
伝
統
的
な
組
合
的
種
目
を
頭
か

ら
無
視
し
て
（
主
に
若
い
人
々
の
あ
い
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
）
特
定
の
目
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

二
五

的
を
追
求
す
る
グ
ル
ー
プ
に
あ
つ
ま
る
な
ら
、
そ
う
し
た
集
ま
り
は
、
伝

統
の
守
り
手
か
ら
は
組
合
と
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
革

新
者
た
ち
の
方
も
、
組
合
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
価
値
を
お
く
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
こ
の
種
の
緊
張
関
係
の
見
本
は
、
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
民
俗
研
究
者

ハ
ン
ヨ
ー
ス
ト
・
リ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ル
ト
が
、
ツ
ェ
ル
・
ア
ム
・
ハ
マ
ー
ス

バ
ッ
ハ
に
お
い
て
民
俗
学
専
攻
の
学
生
グ
ル
ー
プ
と
共
に
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
の
小
都
市
で
、
工
業
に
加
え
て
古
く

か
ら
観
光
地
と
し
て
の
伝
統
を
も
持
っ
て
い
る
。　

　

　

調
査
は
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
、
ツ
ェ
ル
市
の

人
口
は
三
四
〇
〇
人
で
、
組
合
に
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い
る
人
の
数
は

三
九
二
八
人
で
あ
っ
た
。
奇
妙
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
重
複
の

登
録
で
説
明
が
つ
き
、
ま
た
そ
の
実
態
は
こ
の
二
つ
の
概
数
か
ら
た
だ
ち

に
想
像
さ
れ
る
よ
り
も
さ
ら
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
集
中
度
も
大

き
い
。
市
役
所
の
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
の
は
三
四
の
組
合
で
あ
る
が
、

新
聞
の
地
元
面
の
記
事
は
組
合
活
動
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
な
権

力
構
造
の
固
定
に
組
合
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
ツ
ェ
ル
も

そ
れ
が
集
中
的
に
浮
か
び
上
が
る
事
例
で
あ
る
。
市
長
は
三
つ
の
伝
統
を

も
つ
大
き
な
組
合
の
筆
頭
で
あ
り
、
ま
た
十
一
人
の
市
議
会
議
員
の
全
員

が
、政
党
と
は
か
か
わ
り
な
く
、ど
れ
か
一
つ
の
組
合
の
運
営
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
逆
の
観
点
か
ら
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
市

の
行
政
に
か
か
わ
る
最
も
重
要
な
委
員
会
は
、
十
四
の
組
合
の
代
表
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
リ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。

　
　

 《
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ツ
ェ
ル
市
で
力
を
も
っ
て
い
る
伝
統
文
化
の
シ

ス
テ
ム
は
、
非
常
に
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ

れ
は
少
な
く
と
も
、
指
導
層
、
な
ら
び
に
権
力
の
形
式
的
な
構
造
に

つ
い
て
あ
て
は
ま
る
が
、
そ
れ
は
諸
々
の
組
合
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的

な
区
分
と
そ
の
運
営
の
仕
組
み
と
か
さ
な
っ
て
い
る
》　

　
　
　

こ
の
閉
鎖
性
こ
そ
、
一
九
七
〇
年
代
に
新
た
な
組
合
が
結
成
さ
れ
た
背
景

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
登
録
団
体
（
社
団
法
人
）「
自
主
管
理 -

若
者
セ

ン
タ
ー
《
非
常
口
》」
と
い
う
組
合
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。《
非
常
口
》

（N
otausgang

）
と
は
い
み
じ
く
も
言
っ
た
も
の
で
、
若
者
た
ち
は
、
既

存
の
形
式
・
内
容
と
も
に
黴
の
生
え
た
、
傷
を
な
め
あ
っ
て
い
る
閉
鎖
的

な
文
化
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
発
足
の
集
会

は
、こ
れ
ま
で
の
組
合
と
さ
し
て
違
わ
な
か
っ
た
。
市
議
会
議
員
が
数
人
、

他
の
組
合
の
長
た
ち
、
市
長
、
そ
れ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
も
数
人

や
っ
て
来
た
。
若
者
た
ち
が
自
力
で
（
と
は
言
え
市
か
ら
も
小
額
な
が
ら

補
助
金
を
受
け
て
）廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
地
下
室
に《
ユ
ー
ツ
ェ
》（Juze 

若
者
セ
ン
タ
ーJugendzentrum

）
を
独
自
に
設
け
た
と
き
、
そ
れ
は

称
賛
に
つ
つ
ま
れ
た
。
市
長
は
、
若
者
た
ち
の
行
動
を
余
暇
に
意
義
あ
ら

し
め
る
も
の
と
し
て
絶
賛
し
た
。
し
か
し
そ
の
余
暇
形
成
は
、
ど
う
見
て
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二
六

も
、あ
ま
り
意
義
あ
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
や
た
ら
に
音
を
立
て
、

突
っ
張
っ
た
風
が
あ
り
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
で
は
あ
れ
政
治
性
を
も
帯
び
て

い
た
。
デ
ィ
ス
コ
の
上
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
　

《
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
闘
争
に
は
君
も
必
要
だ
！
》　

　

し
か
し
デ
ィ
ス
コ
の
入
口
の
こ
の
文
言
は
、
遅
れ
ば
せ
の
革
命
へ
の
意
思

表
示
で
は
な
く
、
自
己
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
数
年
前
に
こ

の
種
の
シ
ュ
プ
ッ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
世
を
震
撼
さ
せ
た
世
代
に
対
す
る
距
離

感
の
表
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
水
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ロ

ニ
ー
が
そ
う
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
痛
々
し
く
も
お
か
し
な
結
果

に
走
っ
て
い
っ
た
。
市
当
局
は
、
弁
護
士
を
通
じ
て
、
看
板
の
撤
去
を
も

と
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
《
ユ
ー
ツ
ェ
》
の
面
々
は
、
そ
れ
を
塗
り
つ

ぶ
し
て
、
新
た
な
文
言
に
書
き
替
え
た
。

　
　

 《
英
雄
的
に
し
て
勇
敢
な
る
門
戸
、
こ
こ
に
あ
り
き
。
一
九
八
一
年
、

市
長
に
よ
り
、
世
界
革
命
こ
こ
に
圧
殺
さ
れ
た
り
。》　

　
　
　

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
、三
週
間
後
、
伝
統
的
な
組
合
で
あ
る
町
の
吹
奏
楽

団
の
創
設
二
〇
〇
周
年
の
祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
た
。
市
長
は
、
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
若
者
た
ち
を
も
ち
あ
げ
た
。

　
　

 《
健
や
か
な
る
若
人
、
有
為
な
る
青
年
、
我
ら
が
諸
々
の
組
合
に
お

い
て
そ
れ
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
方
が
正
に
示
す
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
決
し
て
、
近
頃
、
け
た
た
ま
し
く
音
を
立
て
、

わ
め
き
散
ら
し
て
い
る
自
主
サ
ー
ク
ル
と
や
ら
に
よ
っ
て
で
は
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。》

市
長
は
さ
ら
に
語
気
を
強
め
、
町
の
吹
奏
楽
組
合
を
範
に
挙
げ
つ
つ
若
者

論
を
ぶ
っ
た
。

　
　

 《
余
暇
を
漫
然
と
過
ご
す
こ
と
な
く
、
有
為
の
活
動
に
身
を
投
じ
、

何
事
か
に
献
身
す
る
者
》　

そ
う
い
う
若
者
が
今
も
大
勢
い
る
証
し
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。

ユ
ー
ツ
ェ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
前
線
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
そ
の
後
も
解
散
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
わ
け
は
も
な
か
っ
た
。
こ
こ

で
は
こ
の
ケ
ー
ス
を
追
跡
す
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
。
実
際
、
そ
う
感
心

で
き
る
事
例
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
は
、
多
く
の

こ
と
が
ら
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。
ツ
ェ
レ
の
町
の
吹
奏
楽
団
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
若
者
た
ち
が
活
発
に
か
か
わ
っ
て
い
る
組
合
が
あ
る
（
こ
れ
自
体

は
疑
い
よ
う
が
な
い
が
）
一
方
、別
の
角
度
か
ら
は
、批
判
や
ア
イ
ロ
ニ
ー

が
投
げ
か
け
ら
れ
る
程
度
で
は
す
ま
ず
、
組
合
は
根
本
的
な
疑
念
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
そ
う
し
た
若
者

の
セ
ン
タ
ー
も
ま
た
登
録
制
の
組
合
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。  

多
少
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
は
笑
い
話
で
は
な
い
。
若

者
た
ち
は
、《
既
存
の
形
式
・
内
容
と
も
に
黴
の
生
え
た
、
傷
を
な
め
あ
っ
て

い
る
閉
鎖
的
な
文
化
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
た
》
の
だ
が
、
そ
の
進
め
方
は
、
少
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

二
七

な
く
と
も
形
式
面
で
は
既
存
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
作
り
と
同
工
で
あ
っ
た
。
集
団

形
成
の
型
は
反
抗
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
外
に
は
考
え
が

及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
最
近
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
組
合
に
お
け
る
人

間
関
係
の
煩
わ
し
さ
を
避
け
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
る
町
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が
盛
況
で
、
ま
た
チ
ェ
ー
ン
店
も
幾
通
り
か
出
来
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
成
り
立
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
グ
ル
ー
プ
が

生
ま
れ
る
と
、
そ
れ
ま
た
い
つ
し
か
既
存
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
と
同
じ
型
に
な
っ

て
ゆ
く
。
よ
く
も
悪
し
く
も
集
団
形
成
の
定
型
な
の
で
あ
る
。

（
一
三
）
集
団
形
成
の
東
西
比
較
へ
の
ス
ケ
ッ
チ　

　

世
間
と
社
会
を
以
て
日
本
と
西
洋
の
違
い
と
す
る
見
解
が
奇
妙
で
あ
る
こ
と

を
三
回
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
た
。
特
に
今
回
は
、
現
代
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お

け
る
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
現
状
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
ヘ
ル
マ

ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
の
日
常
研
究
の
紹
介
を
重
ね
た
。
も
ち
ろ
ん
な
お
不
十
分

で
、
社
会
学
と
民
俗
学
の
主
だ
っ
た
学
説
を
整
理
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
だ
け
で
な
く
関
連
す
る
結
集
形
態
も
含
め
て
歴
史
的
な
推

移
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
呈
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
結
論
を

導
く
に
は
早
い
が
、
ス
ケ
ッ
チ
程
度
に
筆
者
の
考
え
を
記
そ
う
と
思
う
。

お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
語
圏
を
も
参
考
に
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
で
も
中
間
集

団
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
の
施
策
は
何
度
か
ら
試
み
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
年
余

り
前
に
は
団
塊
の
世
代
の
退
職
の
波
が
早
晩
到
来
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
が
当
時
の
通
産
省
の
主
導
で
議
論
に
な
っ
た
。
ま

た
今
日
は
、
文
部
科
学
省
が
牽
引
し
て
地
域
総
合
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
の
構

想
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
社
会
の
仕
組
み
に
遡
っ
て
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
組
合
の
年
少
部
門
で
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
が
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
る
。
年
金
生
活
者
も
多
い
。

そ
こ
に
注
目
す
る
と
、
日
本
よ
り
も
か
な
り
短
い
労
働
時
間
（
約
八
割
）、
年

金
で
は
日
本
を
上
回
る
所
得
代
替
率
が
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
条
件
と
し
て
見
え

て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
が
絶
対
的
な
要
件
と
も
言
え
な
い
。（
今
回
は
歴
史
的

な
推
移
に
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
が
）
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
の
発
展
は

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
で
、
当
時
は
一
日
一
〇
時
間
労
働
が
達
成

さ
れ
て
い
ず
、
一
二
時
間
労
働
も
多
か
っ
た
。
年
金
も
一
般
的
に
は
な
お
課
題

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。次
い
で
ス
ポ
ー
ツ
組
合
が
今
日
の
形
態
に
な
っ
た
の
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
に
差
し
か
か
る
頃
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
余
暇
の
点
で
は
条
件
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
労
働
時
間
や

年
金
と
い
っ
た
物
質
的
な
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は

進
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
（
ク

ラ
ブ
・
組
合
）
は
《
自
由
》
や
《
人
間
ら
し
さ
》
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
場

で
あ
っ
た
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
の
に
は
注
目
し
て
よ
い
。

な
お
中
間
集
団
の
重
み
が
最
も
よ
く
う
か
が
え
る
の
は
、
学
校
生
徒
の
放
課

後
の
活
動
の
多
く
が
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
学
校
外
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
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二
八

ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
学
校
生
徒
の
行
動
が
三
極
で
あ
る
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
。

私
見
で
は
、
教
育
に
本
質
的
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
、
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
一
般

の
社
会
的
意
義
を
決
定
的
に
し
て
い
る
。
日
本
の
場
合
は
そ
う
は
な
ら
ず
、
今

も
抜
本
的
な
変
更
は
難
し
い
。
日
本
の
二
極
構
造
は
、
近
代
化
の
過
程
で
そ
の

必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
、
次
元
の
異
な
っ
た
二
つ
要
因

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
教
育
の
国
家
管
理
が
言
わ
れ
る
が
、
管
理
自
体

は
目
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
国
家
に
よ
る
一
元
的
な
教
育
制
度
で

あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
む
し
ろ
効
率
性
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
国
民
の
初

等
教
育
期
か
ら
成
人
直
前
ま
で
の
多
く
の
課
題
を
こ
な
す
に
は
国
が
主
導
す
る

一
元
的
な
シ
ス
テ
ム
は
無
駄
が
な
か
っ
た
。
短
期
間
に
普
及
さ
せ
る
と
い
う
目

的
に
も
適
っ
て
い
た
。
二
つ
目
は
、
そ
れ
が
広
く
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
と
も
関
係

す
る
。
要
点
は
平
等
へ
の
希
求
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
近
代
化

の
過
程
で
、
社
会
の
現
実
が
ど
う
で
あ
れ
、
学
校
だ
け
は
平
等
を
保
障
し
て
く

れ
る
機
関
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
横
並
び
志
向
と
い
う
、
や
や
重
心
が
ず
れ
た

形
に
な
っ
て
い
る
。
ず
れ
て
き
て
い
る
と
言
う
の
は
、
平
等
志
向
と
対
に
な
る

の
は
国
へ
の
信
頼
で
あ
る
が
、
横
並
び
志
向
と
対
に
な
る
の
は
国
へ
の
依
存
だ

か
ら
で
あ
る
。
信
頼
と
依
存
は
、
似
て
は
い
る
が
異
な
っ
た
心
理
で
あ
る
。
信

頼
は
自
己
確
認
を
伴
う
が
、
依
存
は
自
己
放
棄
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
そ
ろ

そ
ろ
現
状
が
限
界
に
来
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

以
上
を
言
う
の
は
、
中
間
集
団
が
ど
う
い
う
場
合
に
発
展
し
定
着
す
る
か
に

関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
中
間
集

団
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
面
も
あ
れ
ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
面
も
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
面
で
は
、
日
本
で
強
く
見
ら
れ
る
平
等
志
向
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
フ
ェ
ル
ア

イ
ン
（
に
限
ら
ず
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ブ
も
そ
う
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
）
で
は

満
た
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。（
身
分
と
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
と
も
か
く
）
社
会

的
な
立
場
の
違
い
や
経
済
的
な
余
裕
の
程
度
は
ク
ラ
ブ
・
組
合
の
種
類
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
テ
ニ
ス
や
乗
馬
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
は

概
し
て
金
持
ち
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
労
働
者
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ブ
も
つ
く

ら
れ
き
た
。
歴
史
的
に
は
上
中
流
市
民
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
を
追
い
か
け
る
よ
う

に
労
働
者
の
ク
ラ
ブ
・
組
合
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
階
層

区
分
の
傾
向
は
今
も
消
え
て
は
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
ド
イ
ツ
語
圏
（
や
他
の

幾
つ
か
の
欧
米
諸
国
）
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
日
本
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
代
替

と
な
る
に
は
壁
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。そ
れ
は
今
後
の
日
本
の
課
題
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
長
い
歴
史
を
も
つ
西
洋
諸
国
で
は
シ
ス
テ
ム
の
マ
イ
ナ

ス
面
を
補
完
す
る
工
夫
も
ま
た
発
達
し
て
き
た
。
そ
れ
も
併
せ
て
、
ク
ラ
ブ
・

組
合
な
ど
の
中
間
集
団
が
機
能
し
て
い
る
。

制
度
に
せ
よ
集
団
の
形
態
に
せ
よ
、
そ
れ
を
欠
い
て
は
社
会
が
成
り
立
た
な

い
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
、本
当
の
意
味
で
の
存
在
意
義
と
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
場
合
、
学
校
の
部
活
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
根
本
的
な
改
革
が
必
要
な
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
が
、
惰
性
も
強
く
、
次
の
構
図
が
描
け
な
い
の
が
現
状
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
々
回
か
ら
始
め
て
本
稿
に
至
る
数
篇
は
、
元
は
世
間
論
が
お
か
し
い
こ
と
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ド
イ
ツ
語
圏
を
例
と
し
た
西
洋
社
会
の
集
団
形
成

二
九

を
指
摘
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
自
体
は
難
し
い
課
題
で
は
な
い
。
西
洋
社

会
の
現
実
を
見
る
こ
と
を
促
せ
ば
、
そ
れ
で
済
む
。
む
し
ろ
そ
れ
を
機
縁
に
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。

文
献

H
erm

ann Bausinger, H
erbert Schw

edt, M
arx Braun, N

eue Siedlungen. 
V
olkskundlich-soziologische U

ntersuchungen des Ludw
igU

hland-Instituts. 
Stuttgart 1959, 2.A

ufl.1963. 
次
の
抄
訳
を
参
照,  

Ｈ
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
／
Ｍ
・
ブ
ラ

ウ
ン
／
Ｈ・シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト
（
著
）
河
野
眞
（
抄
訳
）「
新
し
い
移
住
団
地
―
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
引
揚
者
等
の
西
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
定
着
に
か
ん
す
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
ウ
ー
ラ
ン
ト
研
究
所
に
よ
る
民
俗
学
・
社
会
学
調
査　
（
抄
訳
・
解
説
）」（
一
）
愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
『
紀
要
』
第
九
四
号
（
一
九
九
一
）
五
三
―
一
〇
二
頁
（
二
） 

第
九
六
号
（
一
九
九
一
）
九
五
―
一
三
八
頁
（
三
）
第
九
八
号
（
一
九
九
三
）
二
四
一
―

一
六
三
頁
（
四
）
第
九
九
号
（
一
九
九
三
）
一
五
一
―
一
八
六
頁

ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
（
著
）
河
野
眞
（
訳
）『
ド
イ
ツ
人
は
ど
こ
ま
で
ド
イ
ツ
的
―
国

民
性
を
め
ぐ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
・
イ
メ
ー
ジ
の
虚
実
と
因
由
』
文
緝
堂　

二
〇
一
二
年　

O
riginal: H

erm
ann Bausinger,T

ypisch deutsch ‒ w
ie deutsch sind die 

D
eutschen?  M

ünchen: Beck 2000. 
H
erm

ann Bausinger,Sportkultur. T
übingen Beck 2006. 

E
in A

ufklärer des A
lltags. D

er K
uturw

issenschaftler H
erm

ann Bausiger im
 

G
espräch m

it W
olfgang K

aschuba, G
udrun M

. K
önig, D

ieter 
Langew

iesche, Bernhard T
schofen. W

ien ‒ K
öln ‒ W

eim
ar 2006. 

H
inz Schm

itt, D
as V

ereinsleben der Stadt W
einheim

 an der B
ergstraße. 

V
olkskundliche U

ntersuchung zum
 kulturellen Leben einer M

ittelstadt. 
W

einheim
 a.d.B. 1963.  

Gerhard W
ahrig, D

eutsches W
örterbuch. Gütersloh / Berlin / M

ünchen / 
W

ien 1968, 21975.
M

ax W
eber, G

eschäftsbericht. In: V
erhandlungen des Ersten D

eutschen 

Soziologentages vom
 19. ‒ 22. O

ktober 1910 in Frankfurt a.M
. Reden 

und V
orträge von Georg Sim

m
el u.a. und D

ebatten. T
übingen 1911. 

イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
＝
ケ
ラ
ー
マ
ン
／
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
Ｃ
・
ビ
マ
ー
／
ジ
ー

ク
フ
リ
ー
ト
・
ベ
ッ
カ
ー
（
著
）
河
野
眞
（
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の

形
成
』
文
緝
堂　

二
〇
一
一　

原
書 Ingeborg W

eber-K
ellerm

ann / A
ndreas 

C
.B

im
m

er / Siegfried B
ecker, E

inführung in die V
olkskunde / 

E
uropäische E

thnologie. E
ine W

issenschaftsgeschichte. 3.vollständig 
überarbeitete und aktualisierte A

ufl. Stuttgart-W
eim

ar J.B.M
etzler 2003.

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
（
著
）
庄
子
良
男
（
訳
）『
ド
イ
ツ
団
体
法
論　

第
一

巻　

ゲ
ノ
ッ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
法
史
第
四
分
冊
』
信
山
社 

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ス
（
作
）
高
本
研
一
（
訳
）『
猫
と
鼠
』
新
潮
文
庫 　

昭
和
五
二

﹇
一
九
七
七
﹈
年　

原
書
と
し
て
次
を
参
照　

Günter Grass, K
atz und M

aus. 
E
ine N

ovelle. N
euw

ied und Berlin 

﹇Luchterhand

﹈ 1961.

河
野 

眞
「《
世
間 vs 

社
会
》
は
《
日
本
と
西
洋
》
を
比
較
で
き
る
基
準
だ
ろ
う
か
（
一
）」

愛
知
大
学
文
学
会
『
文
学
論
叢
』
第
一
五
一
輯
（
二
〇
一
四
年
） 

三
五
―
六
八
頁  

　

―
「《
世
間
》
は
日
本
社
会
の
特
異
性
か
？
―
欧
文
の
翻
訳
に
お
け
る
《
世
間
》
の
用

例
に
即
し
た
検
証
―
」 

愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
『
文
学
論
叢
』
第
一
五
五
輯

（
二
〇
一
八
年
三
月
） 

一
五
四
―
一
一
三
頁

　

―
「
ド
イ
ツ
の
観
光
街
道
に
見
る
《
線
型
》
観
光
の
可
能
性 

（
一
）」
三
愛
知
大
学
国

際
問
題
研
究
所
『
紀
要
』
第
一
四
二
号
（
二
〇
一
三
）
一
―
四
九
頁　

　

―
「
ド
イ
ツ
の
観
光
街
道
に
見
る
《
線
型
》
観
光
の
可
能
性 

（
二
）　

 

ド
イ
ツ
の
組
合

組
織
と
の
対
比
」三
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所『
紀
要
』第
一
四
九
号（
二
〇
一
七
）

一
―
三
一
頁　

　

　

― 

『
民
俗
学
の
か
た
ち
―
ド
イ
ツ
語
圏
の
学
史
に
さ
ぐ
る
』
創
土
社 

二
〇
一
四
年　

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト 

＆ 

エ
ル
ケ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト
（
著
）
河
野
（
訳
）『
南

西
ド
イ
ツ　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
民
俗
』
文
緝
堂 

二
〇
〇
九　

原
書
：H

erbert 
Schw

edt &
 Elke Schw

edt, Schw
äbische Bräuche.Stuttgart 1986. 

Ａ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（
著
）
井
伊
玄
太
郎
（
訳
）『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
（
下
）』
講
談

社 
昭
和
六
二
年　

フ
ラ
ン
ス
語
原
書
は
ガ
リ
マ
ー
ル
社
版
を
挙
げ
る A

lexis de 
T
ocqueville, D

e la D
ém

ocratie en A
m

érique. Paris 

﹇Gallim
ard

﹈ 1961. 

第

二
部
の
次
の
諸
章
に
あ
た
るII.Part.Chap.V

 D
e l’usage que les A

m
éricains 
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三
〇

font de l’associatgion dans la vie civile. C
hap.V

I D
u rapport des 

association et des jounaux. Chap.V
II Rapports des associations civiles et 

des associations politiques.   
（
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ベ
ル
）
波
多
野
鼎
（
抄
訳
）『
ベ
ー
ベ
ル
自
叙
傳
』
大
燈
閣　

大

正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年　

ド
イ
ツ
語
原
文
は
次
を
参
照,A

ugust Bebel, A
us 

m
einem

 Leben, Bd. 1‒3, Stuttgart, 1910, 1911, 1914. 　
　

山
田
欣
吾
「
地
域
史
研
究
と
歴
史
協
会
―
十
九
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の
社

会
史
的
考
察
」 
栗
原
福
也
・ 

山
田
欣
吾
・ 

米
川
伸
一
（
編
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ : 

経
済
・

社
会
・
文
化 : 
増
田
四
郎
先
生
古
稀
記
念
論
集
』（
創
文
社 

一
九
七
九
）
三
七
七
―

四
一
三
頁

注

（
1
） 

こ
こ
で
は
ナ
ッ
ハ
バ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
（N

achbarschaft

）
直
接
に
は
取
り
上
げ

な
い
が
、そ
の
伝
統
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
歴
史
民
俗
学
の
次
の
拙
訳
を
参
照
、カ
ー

ル
＝
ジ
ー
ギ
ス
ム
ン
ト･

ク
ラ
ー
マ
ー
（
著
）
河
野
（
訳
）『
法
民
俗
学
の
輪
郭　

―
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
町
村
体
と
民
衆
生
活
の
モ
デ
ル
』
文
緝
堂 

二
〇
一
五　

（
2
） 

同
条
は
、
会
社
法
の
最
初
の
条
項
で
も
あ
る
。
な
お
旧
・
商
法
のV

erein

に
照

応
す
る
《
社
団
》
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、訳
者
庄
子
良
男
に
よ
る
解
説
を
参
照　

ギ
ー

ル
ケ
『
ド
イ
ツ
団
体
法
論　

第
一
巻　

ゲ
ノ
ッ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
法
史
第
一
分
冊
』

信
山
社 

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年　
「
訳
者
ま
え
が
き
」
三
八
頁　

　
　

（
3
） 

参
考
ま
で
に
言
い
添
え
れ
ば
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
第
三
巻
を
構

成
す
る
論
考
中
の
そ
の
語
や
、『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
に
あ
ら
わ
れ
る
《
協
同
組
合
》

は
、
マ
ル
ク
ス
が
生
産
組
織
形
態
と
し
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
し
て
回
顧
さ
れ
る

が
、
原
語
は kooperative Fabrik 

で
あ
る
。

（
4
） 

参
照
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル[

井
伊
・
訳]

『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
（
下
）』 

一
九
二
―

二
二
四
頁 

第
五
章
「
ア
メ
リ
カ
人
が
市
民
生
活
で
行
っ
て
い
る
団
体
の
使
用
に
つ

い
て
」
第
六
章
「
団
体
と
新
聞
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
第
七
章
「
市
民
的
団
体
と
政

治
的
団
体
と
の
関
係
」

（
5
） 

本
稿
の
印
刷
直
前
に
愛
知
大
学
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
（
金
）

に
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
地
域
政
策
学
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
愛

知
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
〜
現
状
と
今
後
」
の
な
か
で
株
式
会
社
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
の
広
報
担
当
佐
藤

剛
史
氏
が
講
演
「
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
と
地
域
と
の
関
わ
り
」
へ
の
補
足
と

し
て
将
来
の
選
択
肢
と
し
て
一
般
社
団
法
人
化
に
言
及
さ
れ
た
。　

（
6
） 

ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
本
書
は
特
定
の
都
市
（
バ
ー
デ
ン
地
方
の
ヴ
ァ
イ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
）
を
対
象
に
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
が
、
最
初
の
数
章
で
フ
ェ

ル
ア
イ
ン
一
般
の
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
提
出
さ

れ
た
学
位
論
文
で
、
指
導
教
授
の
一
人
は
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
で
あ
っ
た
。

（
7
） 

参
照
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト
＆
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト 

『
南
西
ド
イ
ツ　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の

民
俗
』
伝
統
的
な
村
の
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
集
ま
り
に
は
村
の
運
営
者
と
教

会
の
司
祭
・
牧
師
が
目
を
光
ら
せ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
例
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。

（
8
） 

本
稿
は
一
九
九
〇
年
の
講
演
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
資
料

は
一
九
八
〇
年
の
次
の
文
献
で
あ
る
。W

alter Gloede, Sport, die unbekannte 
G
röße im

 politischen Spiel. M
ünchen 1980, S.171.    　

　
　
　

（
9
） 

参
照
、Edm

und N
euendorff, G

eschichte der deutschen Leibesübungen. 
4.Bde. D

resden 1930-32.  

（
10
） 

ハ
ン
ヨ
ー
ス
ト
・
リ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ル
ト
（H

anjost Lixfeld 1937-98

）  

ジ
ー
ゲ

ン
（Siegen N

R
W

）
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（i.Br.

）
に
没
し
た
民
俗
学
者
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
講
師
。
特
に
ド
イ
ツ
民
俗
学
の
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
を
関
係

者
の
経
歴
に
即
し
て
克
明
に
調
査
し
批
判
的
に
整
理
し
た
。　


